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〔開会 午前１０時００分〕 

 

◎ 開会・開議宣告 

○議長（能登谷正人君） 本日をもって、第４回定例会が招集されました。出席ご苦労様

です。 

 ただいまの出席議員は 14 名です。よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は

成立いたしました。 

 これより、令和２年 12 月 10 日招集、八雲町議会第４回定例会を開会いたします。直ち

に、本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、議長より諸般の報告をいたします。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（能登谷正人君） 監査委員から、10 月分の例月現金出納検査の報告書の提出がご

ざいました。報告書の提出通知は、お手元に配付のとおりであります。 

 詳しいことにつきましては、事務局に保管してあります関係書類を、必要に応じ、ご覧

いただきたいと存じます。 

 次に、議長の日程行動関係でありますが、12 月２日、苫小牧市において、北海道町村議

会議員公務災害補償等組合臨時会及び、北海道町村議会議長会理事会が開催され、出席し

てまいりました。 

 以上、概略を報告いたしましたが、詳しいことにつきましては、事務局に保管してあり

ます関係書類をご覧いただきたいと存じます。 

 次に、議会広報編集のため、議会事務局職員による議場内の写真撮影を許可しておりま

すので、ご報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 議会運営委員会委員長報告 

○議長（能登谷正人君） 日程第１、議会運営委員会委員長報告。 

 本定例会の運営について、12 月７日、議会運営委員会が開催され、協議されております

ので、議会運営委員会委員長から報告をしていただきます。 

○議会運営委員会委員長（千葉 隆君） 議会運営委員会委員長として、ご報告いたしま

す。                 

 本日をもって招集されました、第４回定例会の運営について、去る 12月７日、議会運営

委員会を開催し、協議いたしました。 

 以下、その結果をご報告いたしますので、議員各位のご協力をお願いいたします。 

本定例会に、町長より提出されている案件は、既に配付されております議案 16件であり

ますが、会期中に議案３件及び報告１件が追加提出される予定です。 

 また、議会運営員会より条例改正１件、閉会中の継続調査申出書、航空自衛隊八雲分屯
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基地有効活用及び周辺整備事業推進特別委員会調査報告書、議員発議による意見書８件が

提出される予定であります。 

 一般質問は、６名から通告があり、発言の順序は抽選により決定しております。 

以上、申し上げました内容を踏まえ、検討の結果、既に配付した議事等進行予定表のと

おり運営することとし、会期を 12月 14 日までの５日間といたしました。 

 以上が、議会運営委員会における議事運営等に関する決定事項であります。 

 なお、議事等進行予定表にありますとおり、会期中に各常任委員会や全員協議会等の会

議も予定されておりますが、先に周知しております、八雲町議会における新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止対策に基づき運営されるよう、議員各位及び町理事者のご協力をお

願い申し上げ、報告といたします。 

 

◎ 日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（能登谷正人君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に斎藤實君と黒島竹満君を指名いたします。 

 

◎ 日程第３ 会期の決定 

○議長（能登谷正人君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期は、本日より 12月 14 日までの５日間といたしたいと思います。これに、

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日より 12月 14 日までの５日間と決定いたしました。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（能登谷正人君） これより、局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（井口貴光君） ご報告いたします。 

 一般質問につきましては、６名から通告がなされておりますが、その要旨等は、既に配

付 

しております表により、ご了知願いたいと存じます。 

 次に、本定例会の議案等の審議に当たり、議案等説明のため、あらかじめ、町長、教育

委員会教育長、選挙管理委員会委員長、農業委員会会長、監査委員及びそれぞれ委任又は

嘱託を受けた説明員の出席を求めております。 

 また、事前配付しております、議案書の一部に誤りがありましたので、机上配付の正誤

表のとおり、訂正をお願いいたします。以上でございます。 

 

◎ 日程第４ 一般質問 

○議長（能登谷正人君） 日程第４、一般質問を行います。 
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 質問は、あらかじめ定められた順により、各々45 分以内に制限してこれを許します。 

 それでは、まず関口正博君の質問を許します。 

○２番（関口正博君） 議長。関口。 

○議長（能登谷正人君） 関口君。 

○２番（関口正博君） まずはこのコロナ禍において、日々大変な思いで、大変な不安と

緊張感の中で、医療に従事されているすべての方々に感謝の言葉を申し上げ、質問に入ら

せていただきます。 

八雲町の将来の医療政策をどのように考えるか、お伺いいたします。 

 新型コロナ感染症の拡大を受け、あらためて地域の医療提供体制の現状と、これからの

医療政策について今まで以上に再考すべきと考え、次のことについてお伺いさせていただ

きます。 

 ①八雲総合病院において、院内感染が発生した場合の対応は。 

 ②熊石国保病院建て替え事業を控え、感染症、災害を含め非常時を見据えた施設機能も

必要ではないか。 

 ③今後に向けては、八雲総合病院と熊石国保病院の連携強化、地域包括システムのさら

なる充実と多職種連携強化を含め八雲町の将来の医療政策について今まで以上に再考すべ

きではないか。 

 以上の三点について、お伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、関口議員のご質問に、お答えいたします。 

まず一点目のご質問ですが、八雲総合病院職員及び入院患者に、１名でも新型コロナウ

イルスに感染していることが確認された場合には、院内対策本部を設置し、町とともに連

携を図りながら、感染拡大防止のための調査、対策を講じるとともに、関係機関への協力

要請、院内ホームページ及び周知文を、玄関などに掲示するなど、情報発信に努めます。 

当面のあいだ、化学療法及び透析を除く通常の外来診療及び新規入院患者の受入、健康

診断、救急患者の受入など、一時休止することとなります。なお、当院には通院中の再来

患者様については、可能な限り、電話診察で対応させていただきます。 

感染拡大防止対策としては、早期に感染経路を調査し、疑いのある職員及び患者に対し、

PCR 検査を実施するとともに、感染者が確認された病棟等を中心に、徹底した消毒を実施い

たします。診療再開は、患者様への安全が確認された時点で、順次、通常診療を再開する

ことといたします。 

次に、二点目のご質問に、お答えいたします。 

熊石国保病院については、現在、改築事業基本設計業務に取り掛かっているところであ

り、関口議員ご提案の、感染症、災害を含め非常時を見据えた施設機能については、整備

方針を定めて、設計内容にその機能等を取り入れ、進めているところであります。 

感染症対策の具体的な整備方針としては、病棟では、一般病床の４人用病室２部屋を、
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他の病室との動線を遮断できる構造とし、さらに、病室内に独立した機械換気設備を導入

することで、入院が必要な感染症患者の収容に対応してまいります。外来については、発

熱外来専用の入り口を別に設けて、発熱患者用の待合室と診察室で対応してまいりますが、

各種検査や診断に必要な医療機器、ならびに各部門の配置についても、院内感染防止の観

点から、十分に考慮してまいります。 

次に、災害対策の整備方針についてであります。建物の構造性能については、耐震構造

の採用で、安全性を確保しつつ、非常用発電設備と燃料の備蓄、給水設備と飲用及び医療

用水の確保、非常時用食料の備蓄等、発災から概ね３日間は、病院機能を維持できるよう、

整備方針を定めているところであります。 

建て替え後の新病院については、地域住民の皆様の安心と信頼につなげられるよう、地

域医療の確保に努めてまいりたいと考えております。 

地域包括システムのさらなる充実のため、病院事業は、地域包括システムを担う重要な

担い手であります。 

八雲総合病院は、急性期治療や二次救急を担う地域センター病院としての役割、熊石国

保病院は、地域住民の健康を守る身近な医療機関として、双方がそれぞれの役割を発揮し、

相互に連携することが重要であります。 

代表的な連携の例として、熊石国保病院が、熊石地域を中心とした医療を提供するに当

たって、医師をはじめとした医療スタッフの確保が難しい点が挙げられますが、八雲総合

病院から医師、薬剤師等を派遣することで、診療体制維持を支援しております。 

連携をさらに強化すべき点としては、熊石地域の急性期患者を、八雲総合病院での急性

期治療につなぎ、一定の回復をもって熊石国保病院において療養するといった、病院間連

携を図ってまいりたいと考えます。 

また、八雲総合病院では、回復期リハビリテーション病棟機能の充実を図っているほか、

介護が必要な方への支援として、一定期間の入院を受け入れるレスパイト入院を導入する

など、医療提供体制の充実に向け、取り組みを進めておりますが、これら資源を熊石地域

の住民の方々に利用いただくことも、連携強化になるものと考えております。 

八雲総合病院においても、医師をはじめとした医療スタッフの確保に苦慮しているとこ

ろではありますが、人的支援を引き続き行いながら、検査や入院の受け入れなど、連携の

充実に向け、取り組みを進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○２番（関口正博君） 議長。関口。 

○議長（能登谷正人君） 関口君。 

○２番（関口正博君） ありがとうございます。 

 このコロナ禍の対応、非常に難しい部分もあると思いますけれども、この対応につきま

してもこの後、横田議員のほうからも同様の重複するような質問が出てくると思いますの

で、私は重ならないような部分でちょっと質問させていただきたいなと思います。 

 今の町長の言葉の中で、医療スタッフの相互の連携というものが図られているというこ

とでございますけれども、もし仮に八雲ではなく熊石国保病院において院内感染が発生し
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た場合、医療スタッフ的にも人員的にも本当に大変なことになるのではないかと思うんで

すけれども、医師、医療スタッフ、看護師さんを含めてですね、そのような方々を派遣す

るような対応は協議されているのでしょうか。また、協議されていなければ、そのような

対応は可能なのでしょうか。お伺いいたします。 

○総合病院事務長（成田耕治君） 議長。総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院事務長。 

○総合病院事務長（成田耕治君） 今のご質問に関しましては、まだ熊石国保病院との協

議はされてございません。最終的にはですね、そのような状況になりましたら、院内の対

策本部を立ち上げまして、支援できるかどうかも含めてですね、検討させていただきたい

というふうに考えてございます。以上です。 

○２番（関口正博君） 議長。関口。 

○議長（能登谷正人君） 関口君。 

○２番（関口正博君） ありがとうございます。 

熊石医療スタッフ、特にですね、感染者に直接対応する看護師の負担というものは非常

に大きいものがあろうかと思いますし、限られたスタッフで多くの患者を見るということ

の大変さというものは、効率的な医療体制の構築というものに関しまして、非常に重要で

あるというふうに考えております。これは逆もまたありきでですね、八雲でそのような状

態が発生してしまった場合に、熊石から看護師を派遣する。そういう相互の連携というん

ですかね、そういうものを今まで以上にもっともっと積極的にしていくことは必要じゃな

いかなと思いますし、本来であればこの町で二つの病院を持っていくということは、非常

に不安な部分が多いわけでございますが、そういう点においては、二つの病院があるとい

う大きなメリットに代わる可能性もあることであろうかなというふうに思っております。

しっかり協議して進めていただきたいというふうに思います。 

あとコロナ関連でもう一つだけお伺いさせてください。報道等によりまして、このコロ

ナ禍で医業収益が悪化している病院が多数出てきているということでございますが、八雲

総合病院においてはどのような状況であるか教えていただきたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 先ほどのですね、関口議員の質問は大変貴重なですね、いい意見

だと思います。今本当に八雲総合病院また熊石病院、さらにですね、八雲の中にも病院が

ありますので、その辺としては町としてもしっかりとこれから考えて対策本部なり連携を

ですね、していかなければならないと改めて思いますので、大変八雲町としてもしっかり

とやりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 また今の医療収入でありますけれども、現状のところですね、まだ把握はしておりませ

んけれども、概ねですね、国からの支援がですね、かなり大きなものがですね、今来てお

りますので、それを踏まえると昨年のようなことの事態にならないと踏んでいますので、

ただこれからまだまだ 12月、１月、２月、３月とありますけども、去年の状態になるよう
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な病院の経営が悪化するということは想定していないということでご理解いただければな

と。また、この経営状況につきましても、常任委員会等々にまた逐次ですね、●●しなが

らご理解いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○２番（関口正博君） 議長。関口。 

○議長（能登谷正人君） 関口君。 

○２番（関口正博君） 思ったよりも悪化していないという報告でございますけれども、

今回のコロナウイルスは、人々の生活のスタイルが変わったという部分においては、この

インフルエンザがあまり流行してこないという現実も踏まえて、また、やはり旅行だとか

スポーツも含めてなんでしょうけれども、外に出る機会をなるべく控えているということ

で、怪我が少なくなっているという状況もあるようでございます。また、人間ドックなん

かもそうなんですよね。受ける方が少なくなっている、そういうことではその後治療をは

じめられる方も少なくなっているということもお伺いしておりますし、この状況が続く可

能性もあろうかと思いますけれども、当然国からの保障というのもこれからいろいろ病院

関係に関しては出てくるかなというふうに思われます。その中で、なんとかですね、八雲

総合病院の経営という部分に関して、このコロナ禍対応で今はちょっとひと段落というか

たちになるのかもしれませんけれども、引き続き注意深く見守っていただきたいと思いま

すし、私どももそういうふうにして行きたいと思っております。 

 それではちょっと二番に関しまして、施設整備のほうにつきまして、再質問させていた

だきます。 

 熊石国保病院の建替えに関しましては、私自身は将来世代の負担というものを考えたと

きには、人口減少を踏まえて相応の規模で建て替えるべきであるし、用途変更に対応でき

るように、建替えるべきとの考えに変わりはございません。しかしながらこのコロナ以前

と以降では、施設の在り方、施設整備の考え方も変わっていくものと考えられています。

まさに今熊石国保病院の建て替えに伴う基本設計業務が進んでいるところでございますけ

れども、先ほどの町長の説明の中で、そのような機能を備えているということで、これも

また熊石の方々の安心・安全というものを考えたときには、非常にいいことであるかなと

いうふうには思っております。スタッフが安心して働くことができる、また、町民の方々

が安心して通うことができる病院であるということは、非常に重要なことであると思って

おります。 

その一方で八雲総合病院、国の補助において発熱病床であるだとか、５年前にグランド

オープンした建物であるわけではございますけれども、動線の確保、その他非常に大変な

思いで、スタッフの方々も苦労しながら対応しているものであろうというふうに思ってお

ります。今後ですね、この現在は外にプレハブを置いた状態で発熱病棟等で対応している

わけでございますが、なかなか動線を変えるということは難しい。しかしながら、せめて

入り口の部分の改修であるだとか、今、非常に財政的にも総合病院は厳しい状況であると

は思うんですけれども、そういうことを踏まえた改修の見込みはあるのかどうかちょっと

お伺いさせてください。 
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○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 関口委員ですね、大変貴重ないい意見をいただいたなと思ってお

ります。大変、今おっしゃっているとおりですね、総合病院の発熱外来の入り口等との動

線というのは、我々としても院長先生とも話をしておりますけれども、大変今、苦労して

いるということで、今のところ財政とかいろいろなことを考えて、別な入口というのはち

ょっと考えてなかったんでありますけれども、関口議員さんからそういう話がありますの

で、これからまた国の支援、道の支援を睨みながらですね、考えてみたい、検討してみた

いと思います。 

本当に看護師さん並びにですね、大変な思いでやっているというのは●●ありますので、

本当に同じ思いであります。ただ、財政もありますので、これから深く検討していきたい

と思います。 

さらにですね、先ほど熊石国保病院、先ほど一回目の答弁であったとおりですね、私は

やはり将来は一つの医療機関、熊石も八雲総合病院も一つの医療機関ということで連携は

していかなければならないというのは、関口議員と同じ思いであります。 

さらにですね、今、熊石国保病院の改築を今計画設計をしていますけども、やはり八雲

に足りないのはですね、療養型が足りないということで、どうもその急性期で見る、また

ですね、何か月とか何日とか、いろんな急性期がありますので、やはり療養型に移行する

ということで、八雲の人たちもですね、洞爺とかまた檜山のほうのロイヤル病院に療養型

で結構行ってるということも聞いておりますので、その辺についてはこれから両病院で連

携をしていくと。まだまだなかなか八雲町が合併して 15 年でこの病院もこのお医者様たち

もなかなかこれから医療スタッフの相互の、役場と総合支所とですね、職員が関係を持っ

ていく、さらに移動していくということをお互いにもう少し時間を持ちながらですね、一

つになれるように院長先生並びに医療スタッフと協議をしながら進めたいなと。ただいっ

ぺんにやるとちょっとハレーションがありますので、その辺はじっくりと進めてみたいと

思いますので、関口議員さん、また議員の皆さんもですね、ご指導いただければなと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○２番（関口正博君） 議長。関口。 

○議長（能登谷正人君） 関口君。 

○２番（関口正博君） いろいろ医療連携という部分ですね、これは随分、先輩議員のほ

うからもあらゆる場面で、申し上げてこられたことであろうかと思います。町長の言葉か

らは、これから積極的に進めて行くんだという思いを語られていましたので、それは本当

に素晴らしいことだなと思いますし、私自身は本当に町長であれば八雲総合病院の経営す

らいいほうに持っていけるのかなと思っておりますので、どうかですね、産業のほうもも

ちろん大事なんですけれども、医療のほうにも目いっぱい力を入れてやっていただきたい

なと思っております。 

 その医療連携という部分に関して、もう一点だけご質問させてください。 
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先般ですね、コンサルでございます小林さんのほうと協議させていただく時間を取るこ

とができました。その中の資料において地域における救急出動件数等の状況という部分の

説明がありました。現状はですね、医療圏においてもなかなか救急対応というものが八雲

のほうにに来ないということで、ここを何とかしたいんだという部分の説明がございまし

た。今回このコロナ禍ということで感染症病床を持つ、この八雲総合病院に対する地域圏

域内皆様のですね、期待というものは非常に大きいものがあろうと思います。まずは熊石

との連携を強固に進めて行くということが大前提でございますけれども、今この地域医療

構想を含めまして、その理事長を町長をやっているということなんでしょうか。圏域のな

んかをやってるんですよね。どうかですね、こういう部分からなんとか熊石との医療連携

を確固して、せたな、また北檜山、今金、長万部も含めて救急車がですね、なんとか八雲

総合病院に入っていくような状態になっていけばいいなと思っております。しかしこれ

10％に満たないという数字なんですよね。医療圏それぞれの病院の救急出動の車が救急車

が八雲に入ってくる数というのは。これどのような経緯でこのようになったかちょっと教

えていただいてもよろしいでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 関口委員ですね、この大変救急患者の受け入れというのは、本当

に苦慮しているというのが実態で、内科医師が足りない、出張医で対応しているというこ

とがですね、大変、今その本当にコンサルさんを入れてですね、各部門部門の収支を今出

しています。そうするとこの救急にかかる経費というのは莫大な経費がかかると。この医

療というのは大変難しくて、医療報酬が上がると同時にですね、赤字も増えていくような

そういう部分もありますので、その辺もですね、この病院の経営、運営、財政を見ながら

ですね、やっていかなければならないだろうと思っております。 

 やはりこの今の八雲総合病院の一般的に言いますと、やはり出張医で対応できるという

のが一番財政に影響を受けている。救急の受け入れ態勢もそのとおりであります。今ここ

にきてですね、病院長先生並びに事務長も頑張りながらですね、内科の医師がですね、ま

だ本当に来てみないと我々もなかなか来るといっても来なかったという例がたくさんあり

ますけれども、今のところ少しの人数が確保できそうなところまでいっていますので、こ

の１月、また来年の４月ということで数名来る予定でありますので、その辺についてはや

っぱり内科の医師を常勤の医師を確保しながら救急体制並びに医療体制を充実したいと。

今の救急の受け入れが少ないのはですね、出張医に頼っているということは大きな原因だ

ろうと思っておりますので、これから我々も細部を見ながら病院のスタッフ、院長先生と

協議してまいりたいと。そういう思いでありますので、よろしくお願いいたします。 

○総合病院事務長（成田耕治君） 議長。総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○総合病院事務長（成田耕治君） 救急患者の受け入れに関しましては、そもそも北渡島・

檜山医療圏の中で救急患者の受け入れに関して、申し合わせをしております。それでほか
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の圏域であれば直接自分の希望した病院、救急隊が函館のほうに搬送するだとかの裁量が

あるんですけれども、この医療圏に関しましては、一時的にまず自院のほうに救急搬送し

ますと。それでその病院でどうしても対応できない場合に関しては、八雲のほうに搬送す

るというようなルールを確立しておりまして、そのルールをですね、ずっとうちの医療圏

に関しましては対応しているもんですから、実際、長万部、せたな、今金を含めまして、

受け入れる体制は 10％ほどとなります。 

さらに３年前から町長が申し上げましたように、内科の医師が確保できず、総合的な対

応ができないということもありましてですね、うちの病院のほうから各医療機関のほうに、

施設も含めてですね、入院するような患者様に関しましては、直接函館の医療圏のほうに

搬送してほしいという要請もしておりますし、また、３、４年前にドクターヘリが運行し

ましてですね、年間やっぱり 100 件以上の重症者に関しましては直接函館のほうに搬送と

いうこともありましてですね、全体的な数字に関しましては少なくなっているというよう

な状況でございます。 

○２番（関口正博君） 議長。関口。 

○議長（能登谷正人君） 関口君。 

○２番（関口正博君） ありがとうございます。 

 アドバイザリーの提言という部分もありましてですね、この部分も進めていただければ

いいなと思っております。せっかくですね、今、様々な報道で医療というのはかつてない

ほど注目を集めている状態でありますけれども、八雲総合病院もこの医療圏において、大

変な重責を担って医療に当たっている。本当にそれが報われてほしいなと思いますし、そ

のためには私どもも一生懸命この件に関しても病院というのは面倒なことであるんですけ

れども、学んでいきたいなというふうにも思っております。これからもまたいろいろなこ

とを勉強しながらですね、相談させていただければなと思いますし、町長におかれまして

は、今後、医療圏、総合病院の経営に対してですね、しっかりとサポートしていただきた

いなと。今やってないということではないですよ。今まで以上にもっともっとということ

で。そこをよろしくお願い申し上げまして、質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

○議長（能登谷正人君） 以上で、関口正博君の質問が終わりました。 

 次に赤井睦美さんの質問を許します。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） では、二点質問させていただきます。 

一点目、今後の教員住宅のあり方は。 

 以前はへき地の学校にも教員住宅があり、どこに転勤になっても住宅には困らないよう

配慮されていました。しかし、時代も変わり、今の八雲地域の状況を見ると、民間のアパ

ートを利用したり、町外から通勤している教職員もいます。そうした状況もあってか、八

雲地域では61戸ある教員住宅のうち、入居しているのは約69％の42戸と聞いております。
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さらにもっとも古い住宅は、築 58年が経過していて、誰も入居していないということです。 

町が教員住宅を建設するときには、地方債を借り入れることができ、有利だと思いますが、

メンテナンス等の維持費や、老朽化して解体が必要になったときの費用は持ち出しです。

最近は、解体費も高くなり、今後、今ある教員住宅を解体していくとしたら、どれくらい

の費用が必要になるのでしょうか。 

少子化が進み、学校の規模が小さくなり、教員数も減っていく中で、今後の教員住宅の

あり方も考える必要があると思います。総合計画を見ると、熊石地域の解体計画は掲載さ

れていますが、八雲地域に関しては何も触れられていません。今後の計画はどのようにな

っているのでしょうか。 

何でもかんでも解体すべきとは思いませんが、年々解体費が高騰することも含めて、今

後のあり方、考え方をお伺いいたします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長。教育長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 赤井議員の一つ目のご質問に、お答えいたします。 

教職員住宅については、転勤の多い教職員に対し、安定的かつ良好な居住先を確保する

ことを目的として整備してきておりまして、校長、教頭住宅の多くは、施設管理上、緊急

時の迅速な対応など、学校運営の観点から、学校の近くに建設しております。八雲地域の

教職員住宅の現状は、赤井議員ご指摘のとおり、入居率は７割弱で、そのうち、築 40 年を

超える住宅では、利用されていない状況が多くなっております。 

教職員住宅を解体するには、八雲地域に多くあるコンクリートブロック造であれば、約

50 ㎡の住宅１戸につき 250 万円程度の費用が必要と考えておりますが、補助金等の財政措

置がないのが実情でございます。解体の実施状況は、 

八雲地域において、老朽化が著しく、入居見込みのない住宅や、廃校となった学校の住

宅などを平成 24 年度から 28年度にかけて、32棟 39 戸を解体しております。 

熊石地域におきましても、老朽化が進み、使用しなくなった教職員住宅について、平成

28 年度の小・中学校の統廃合を機に、平成 29 年度から令和６年度にかけて、22棟 23 戸を

解体する予定としております。 

教職員住宅の整備につきましては、現状におきましても住宅数は、教職員数に見合って

いない状況ではございますが、町外からの通勤者や、町内の民間賃貸住宅入居希望者が一

定数いることから、新たな整備は要しないと考えておりまして、現存の住宅の適正な維持

補修に努めてまいりたいと考えています。 

また、地域によっては、比較的状態が良く教職員の入居見込みのない住宅について、売

払いを検討するとともに、解体につきましては、将来を見据えて公共施設を総合的かつ計

画的に管理するために策定しております、八雲町公共施設等総合管理計画に基づきまして、

協議・検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。以上でご

ざいます。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 
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○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 先生たちに聞くと、やっぱり転勤の内示が３月になって、それか

ら知らない土地で家を探すということは非常に大変なことで、だから教員住宅があります

よと言うとすごく安心できるという意見もありましたし、逆に教員住宅って一か所にかた

まっているので、常に管理されているような気がしてちょっと入りにくいという方もいま

した。  

それと、八雲町は特に先ほどありましたけれども、老朽化していて小さい子連れで、家

族で入居するには、ちょっとこのお風呂ではと思ったのでやめましたという方もおりまし

たけれども、やはり先ほど老朽化していて売り払いも検討しているとおっしゃっていまし

たけれども、古くても自分でメンテナンスしながら入りたいという人に私はどんどん売る

べきだと思うんですけれども、古いのをちょっとずつ直して、無理に入っていただくとい

うのは私本当に申し訳ないと。今までずっと先生方の引っ越しをお手伝いしながら、ここ

に入っていたのかというような住宅もあって、だから直すなら本当にちゃんと直してあげ

ないと、あまりにも可哀想だと思うんですよね。 

ですから、今日は解体ばかりのことをちょっと書いてしまいましたけれども、今後新し

く作る計画はないということで、今、その相当古いところは別として、誰も入っていない

ところは別として、今後、今ある、ある程度入っていらっしゃる住宅は、私は定期的にき

ちんと整備してあげないと、あまりにひどいと思うんですね。その先生たちも転勤して最

後は落ち着くところは、八雲の近くでいうと七飯だとか北斗市に先生方が家を建てて住む

という方が多いみたいなんですけれども、私やっぱり八雲がいいなと思ったら八雲に住ん

でいただけるんじゃないかなと。そういう薄い希望もあるんですけれども、でも住んでい

た住宅があまりにひどいと八雲町の対応はこんなものかと思うとね、もう住みたくないと、

イコールになっちゃうんじゃないかと思うんですけれども、今ある住宅も定期的に今後改

修していくと、そういう計画もありますか。 

○学校教育課長（石坂浩太郎君） 議長。学校教育課長。 

○議長（能登谷正人君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（石坂浩太郎君） 今ある住宅の改修については、具体的な計画はござい

ませんが、今先生が退去した後にその状況を見てですね、床の張替えだとか、壁紙の張替

えだとかということはしてございます。外見はですね、ちょっと古めかしい感じはするか

もしれませんが、内部については、ある程度状況を見ながら、そういった改修もして、い

つ希望者があっても入居できるような状況には整えているところでございます。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 私、答弁者のところに教育長さんしか丸付けてなかったんですけ

れども、一応、教育委員会のトップは町長でもありますし、所管替えして売ることには私

は大賛成なんですけれども、所管替えして、町が使って、例えば農業のちょっと体験をし

たい人に住まわせるために、臨時的に教員住宅を改修して、そこに住んでもらって農業体
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験をするとか漁業体験をするって、今までそういうことをされていましたよね。 

でもあまりに古いと私八雲のイメージって悪くなると思うんですよね。だからその所管

替えした後の教員住宅のあり方って、私、相当きちんと改修してあげないと、他所と比べ

るとあまりにも落ちると思うんですけれども、きっと答弁のほうは、今後、青年舎で研修

牧場を作ったらそんなことは必要なくなるということになるかもしれないけれども、そう

した場合は解体という一点に行ってしまうのでしょうか。 

○町長（岩村克詔君）  議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 赤井議員のご質問にお答えいたします。 

 本当にこの教員住宅並びに古い住宅というのは、大変売り払いというのは考えていると

ころであります。ただ、今、赤井議員おっしゃってるとおりですね、本当に農業者の住宅

に充てているものは大変古いということと、さらに青年舎のことを話しますけれども、や

はりこの青年舎の場合は、町の支援をいただきながら、そこにはストーブやベッド、冷蔵

庫、テレビ等もセットしてますので、やっぱり体験とかもしやすいような構造になってい

るということでありますので、これから今、搾乳というか畜産ばかりではなくて、畑だと

か水田とかいろんなことを今、考えていますので、その辺町のほうにもそんなものが必要

でないかとかいろいろ考えております。 

学校の先生についても同じでありますけれども、やはり移動してくるときにいろんなも

のを持ってこなきゃいけない。この間、町内の転勤をみても、セットしているものは次の

先生に譲っていくようなテレビでも何かを洗濯機等々を使えるならどうぞとそういうこと

も聞いておりますので、その辺については町としてもこれから考えていかなければならな

い、大変重要なことと。さらに赤井議員さんもおっしゃっているとおりですね、町として

もこれから新幹線の駅ができてくると、やはり八雲町に住みたいという人をふやすという

のはこれはやっていかなければならないというのは同感でありますので、その辺について

もしっかりとこれからもですね、対応してまいりたいと思いますので、またこういういろ

んな意見をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 先ほどの答弁で、教員住宅があるとやっぱり安定的かつ良好とい

うお話があったんですけれども、やっぱ他所から来てくださる先生たちに対する配慮だと

思うんですね。ですから私もすごく大事なことだと思うので、今後その所管替えして売り

払いしたり、それから解体していくと、その部分が減っていくわけですから、それに替わ

った配慮。建物だけじゃなくて八雲町に来たらこんなこともしてもらえるんだというよう

な配慮も検討していただきたいなと。それでないとどこに行っても同じよりは、八雲に来

たらちょっと手厚いという、本当に住みやすい町だと思ってもらえる配慮があることによ

って、そのことがいい印象で、いい輪になって広がっていくんじゃないかと思うので、残

っている住宅のきちんとしたメンテナンスとともに、それ以外に精神的なというかソフト
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面での配慮も是非検討していただければなと思います。 

そして先生たちに本当に良い町だと思っていただけるような、そんなふうにして、それ

にはやっぱり教育委員会だけではなくて予算をたくさん付けていただいて、本当にこうき

ちんと整備もして誰が入ってもこんなところと思わないようなそんな環境を作っていただ

きたいなと。やっぱり自分が入るとなったときにここどうかなって考えたら、やっぱり今

の状況って厳しいところがいっぱいあると思うんですよね。だから２、３年だからいいや

ということではなくて、やっぱりその２、３年だから大事にして、いつかもしかしたら戻

って来てくれるかもしれないということを考えながら対応していただきたいと思います。 

二問目に入ります。今後の漁業の行方はということで。 

 昨年度の全国の漁業生産は養殖を含め416万ｔと過去最低に落ち込み、ピークだった1984

年の３分の１という報告があります。政府はノルウェーなどの漁業先進国が取り組む厳格

な管理を浸透させ、資源の管理と漁業生産の回復を目指すということで、新漁業法が 12月

１日から施行されました。 

ポイントは、資源管理が進んだ国、アイスランドやニュージーランドなどで漁業者、漁

船ごとに漁獲枠を決め、枠の過不足を取引することもできる。という時代の流れが背景に

あり、今回の法改正によって、国際標準の資源管理に近づける観点から、我が国の場合で

も、漁船ごとに日々の漁獲高のデータを情報発信させるということですが、このことによ

って、八雲地域の漁業にどのような影響があるのでしょうか。 

一時は戦後 70年続いてきた漁業法と、代々受け継がれてきた生産現場をないがしろにす

る新漁業法に対して、都道府県独自の条例を制定することで対抗していくという動きもあ

ったそうですが、一方で、漁獲高も減少の一途で、就労者も高齢化しているということか

ら、沿岸漁業者が抱える問題解決のためにも、若者が安心して生活を送れる漁業にしてい

かなければならない。これを契機に漁村地域の特性を生かした漁業の構築が進むことを願

っているという漁協の方のコメントも出ていました。 

八雲町でも就業者の高齢化と後継者不足は、地域によっては喫緊の課題です。ホタテ養

殖に不安を感じるから、今度はサーモンでという小手先の手段だけではなく、地域の特性、

例えば黒岩や東野のような、その特性に合わせた対応をどのようにお考えでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 赤井議員の二つ目のご質問に、お答えいたします。 

今回、70 年ぶりに改正された漁業法の基本的な考え方は、資源管理と成長産業化に向け

た制度の見直しであります。内容は、漁獲量に占めるＴＡＣ、いわゆる漁獲可能量の対象

魚種の漁獲量の割合を増やすことを目的とした新たな資源管理システム、漁業権付与の優

先順位の廃止と、新規参入を促進する漁業権制度の見直しなどであります。 

議員ご質問の資源管理については、国は新たな資源管理システムの構築を行い、国際基

準の最大持続的生産量、略称、ＭＳＹを数値化目標として、漁業者・水産関係者が目標を

共有するもので、逐次、ＴＡＣ魚種を追加する方針となっております。現時点では、八雲
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地域において資源利用しているスケトウダラがＴＡＣ対象魚種となっており、漁獲可能量

を超過した場合、操業が制限される状況です。法改正により、さらにＴＡＣ魚種が追加さ

れれば、八雲地域を含む沿岸漁業地帯における刺網や定置網等の多魚種を漁獲する漁業に

おいて、指定された魚種が漁獲可能量を超過した場合、操業が制限されることが予想され

ることから、特に、漁船漁業者への影響を危惧しているところであります。八雲、落部両

漁協はもとより、北海道内の各漁業協同組合では、漁獲量設定の科学的資源評価の精度の

問題、ＴＡＣの弾力的な運用について、関係漁業者に悪影響を及ぼさないよう、道や国に

要請しているところであります。町としても、各漁協と連携を密にし、必要に応じて対応

してまいりたいと考えております。 

近年、ホタテのへい死が頻発する中で、八雲、落部両漁協と協議しながら、漁業者に対

する支援を行ってまいりました。八雲町としては、ホタテ養殖の状況を注視しながら、漁

業者の経営改善・経営安定に向け、八雲地域沿岸の漁場に適合した魚種の資源増大事業の

推進、併せて、高齢化問題・後継者不足の対策として、各漁協とともに経営の協業化・共

同化に向け、協議に着手してまいりたいと考えております。 

現在、サーモン養殖試験事業を東野漁港で展開しておりますが、ほかに、ナマコの種苗

放流、コンブ養殖、ウニの実入り向上試験などの事業を、八雲・落部両漁協と協力しなが

ら展開し、引き続き、系統団体、各関係機関と連携し、八雲町水産業の課題解決と水産業

の振興を図ってまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 法律で国が決めたことなので、町がやっていることではないんで

すけれども、新しくなって例えばスケソウダラとか、定置網、刺網に影響がありますよと

いう話は、漁協を通じて漁業関係者に伝えているのか、八雲町から伝えているのかどちら

ですか。 

○水産課長（伊藤 修君） 議長。水産課長。 

○議長（能登谷正人君） 水産課長。 

○水産課長（伊藤 修君） この新漁業法の情報については、町から漁業者へというより

も、漁協から各漁業者のほうに伝えております。伝えていると思います。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 漁協からということで、そのときの反応とかそういうこととかは

耳にしていますか。 

○水産課長（伊藤 修君） 議長。水産課長。 

○議長（能登谷正人君） 水産課長。 

○水産課長（伊藤 修君） 特に耳にしておりませんけれども、漁獲の数、スケトウダラ

に至ってはですね、非常に往年の獲れた時期よりも、かなり少ない状況ですので、まだ割

当の範囲内での、見込みでも 50％くらいではないかとなっておりまして、あまり危機感は
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感じていないと思いますけれども、魚はどうやって回ってくるかはわかりませんので、そ

の辺、いわゆる地域指定、道南太平洋という地域割りがありますので、その中の漁協とそ

の漁獲量に関してはですね、超過した場合は協議していくということになろうかと思いま

す。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 先ほどの町長の答弁の中で、今後もホタテの養殖に注視してとい

うお話があったんですけれども、この新漁業法の関係でどんな影響があるのかということ

で、ちょっとだけ漁業関係者に聞いてみたんですけれども、ホタテに関して海の状況、海

水の調査を 20年も前から、どうなっているんだって聞いてるんだけれども、ちゃんとした

答えを聞いていないと。もちろん町が調査するわけではないでしょうけれども、町が道に

頼んで道が調査してくれるんだと思うけれども、その結果をきちんと伝えていないのはな

ぜかなと。その人が聞き洩らしたのかもしれないんですけれども。そのホタテに関しての

海水の調査というか海底の調査というかそういうのでもしわかっていることがあれば教え

てください。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 大変この調査というのは難しいと聞いております。ただ一概に海

の状態というのは温暖化とかいろんなことがあるので、私どもとしましても漁協者の方と

話し合いをしますとですね、大変このいろんな状況が重なっているんだろうという認識が

ありますけれども、これというのがないというのは水産関係者の方から聞いております。 

ただ、漁業をもう 60 年も 70年もやっている、本当に 80 過ぎた漁師の人とこの間話した

らですね、結局もう海が最初ホタテにしても、やはり入れる量とかが少なくて、量を多く

とるということで、たくさん入れていくということもあるんだろうと。先ほど言った魚な

んかもですね、やはり来なくなっているのも獲りすぎているということもあるだろうし、

環境の影響もあるだろうと。その方はですね、私にこう言いましたね。30年か 50 年、本当

は魚を取らないで海を自然に戻したほうがいいんだろうなと。ただ漁師が飯食えないから

この辺は何とかしないとないけれども、結局これは日本海の漁師でありますけれども、ウ

ニでもアワビでも、ある時はどんどん獲ったと。それでウニもアワビもいなくなると、今

度は種苗を作って海に入れたと。それで獲ったと。ところが磯焼けになった、海育たない、

スケソウダラも来たら獲る、せっかく卵を産みに帰ってくるスケソウダラを獲ってしまう

と。本当は獲らないで 30 年も 40 年もそっとしておくと戻るんだろうなと。だから一時は

本当は獲らないいほうがいいんだろうなという話をしています。 

 それと同時にですね、噴火湾のある漁師もこう言いました。原因がもしわかったとして

も、海は変えられないと。したらこの海でまずは飯食っていくこと。さらに環境を少しず

つでもみんなで努力して良くしていく方法を考えないとないんじゃないかと。さっき言っ

た量の問題とかいろんな問題が絡んでいるんだろうなという、ある漁師からですね、私も
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漁師の方々といろんな話をしながら聞いておりますので、大変これは難しい問題だろうと

思いますので、町としても先ほど答弁したとおりですね、漁協並びに漁業関係者の皆さん

と話をしながら、少しずつですね、進めたいとそんな思いでありますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） 今おっしゃったように、獲りすぎ入れすぎ、そんなことがあって

この新漁業法ができて、海外のように小さい魚は取らない、ノルウェーのようにサバが大

きくなるまで待って、そして獲るということでこの法律ができたんだと思うんですけれど

も、話は戻りますけれども、道の調査の結果って全くないんですか。その原因はわからな

いって、それだけの結果しかないんですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 私が聞いてるところですね、わからないというか、難しいという

ことで、いろんなことは考えられるだろうということで、特定できないという話でありま

す。ただ、私も専門家でありませんけれども、聞くところによるといろんな状況があって

こうなっているんだろうと。これ一つということはないよということは聞いておりますが、

どうすればいいということはですね、それはまだ聞いていないということでご理解いただ

ければなと思います。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） ホタテ養殖が進んだのは、餌が必要がないというのが一番だった

と思うんですね、多分。サーモンのように定期的に餌をやらなければいけないという作業

もないですし。でもやっぱり海は変えられないと思うし、じゃあ原因を聞いたからすぐに

明日から解決に向けてというのはないと思いますけれども、もう何十年も前からどうして

だ、どうしてだと思っている人達には、一応私、道としてはこんな沢山の原因があげられ

ているけれども、今すぐに解決はできないけれども自分たちでできること、例えば入れる

量を半分にしようとか、そういうことからも話し合っていかないと、ずっと言い続けて何

も返答がないというのは、私はあまりにも冷たいかなと思うんですね。 

だから先ほど皆さんと話合ったっておっしゃっていましたけれども、本当に話し合って

いるのだろうか、町長に直接こうなんだという人とは話し合うかもしれないけれども、本

当に悩んで、これからどうしようという人に、もうちょっと丁寧な説明があってもいいん

じゃないかなと。この漁業法で定置網、刺網の人も影響があるんじゃないかとおっしゃっ

てましたけれども、それは漁協から言っていますということで、町としては何にもしてい

ないのかって、私は逆に随分比較してはいけないですけれども、今回の研修牧場だって農

協とともにやっていますよね。そして町が全面的に出てやっているように見えるんですけ

れども、そんな体制が取れるんだったら、水産に関しても、私は漁協とともに町がもっと
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全面的に出てやれるんじゃないかと思うんですが、どうもこの水産に関しては漁師の数が

少ないからなのか、随分対応が冷たいように感じるのは私だけなんでしょうか。それとも

精一杯やってるけども、見えていないだけなのか、そこら辺を教えてください。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 大変良い質問だと思います。 

 本当にですね、私は前から言っているとおりですね、私のじいさんは漁師でありますの

で漁業については真剣にやっています。ただ、農業と大きく違うのは、大変難しい。農業

は畑でありますけれども、海は公海であります。ましてや道の管理、さらに漁協の管理で

あります。魚種一個一個に許可制であります。本当にその漁業の理事者の人たちとも真剣

に話し合いを何回もしています。それで漁師の人たちも漁業者も、例えばですね、農業と

同じく固まったほうがいいんじゃないのと。例えば 10件の漁師が 10艘の船を持って 10台

のユニックのトラック持って 10 戸の倉庫あるよりは、船を３艘５艘にして、それで省力化

してコストダウンしてそこでやったほうがいいんじゃないかと、漁師の人たちもそう思っ

ています。 

ところが言うのは簡単で、なかなかそうはいかない。これは私もあまり本当に話し合い

をしています。いろんな人方と。それは漁師の人方と、その漁業法についてもこれはね、

町が説明するものではないと私は思っています。あくまでも漁協が理事者とともに話し合

っていることと思っていますし、本当にこの農業と大きく違うのはさっき言った漁業権、

これは個人であります。これは大変難しい。 

この間も漁師の方たちと話をして例えばホタテの桁があると。それは漁師のものじゃな

い。あくまでもこれは使っているという養殖権というんですか、共同漁業権というんです

か、そういうのがあって絡み合っているので、私は決してですね、赤井議員さんね、農業

だけに力を入れているんじゃなくて漁業にも真剣にやっていますということと、さらに本

当にこの漁業は難しいと感じていますので、どうか、もしも案があれば、また赤井議員さ

ん、この間個人的に話したときにも、いろんなことを聞きましたので、その人方とも今、

話していますけれども、なかなかいろんな壁があるということで苦慮しているということ

をご理解いただければと思います。 

○７番（赤井睦美君） 議長。赤井。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○７番（赤井睦美君） その新漁業法は企業も今後算入できるというチャンスもあるので、

それが全面的にとは思っていませんよ。だけれども今の漁業権が今度、道知事に権限も少

し譲られて、道知事が指名すると入れるということにも入ってきてるから、チャンスじゃ

ないかなと。大企業入ってきても全部やられちゃうということではなくて、そこは地域に

とってより良い方向に変えていけるんじゃないのかなと思うので、是非そこら辺は取り組

んでほしいなと思います。 

それでこの調査でいろいろ話を聞いたんですけれども、山崎、黒岩方面に行ったときに、
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どうですかって聞いたら、何言ってるんだって、今 50件くらいあるけれども、10年経った

ら３分の１になってしまうと。漁業者が。今八雲、他所の町はどんどん疲弊している気は

するけれども、八雲町は大きな牧場ができたり、サーモンの養殖が始まったり、それから

人材育成に多額の資金を導入したり、どんどん夢が膨らんでいるように思うけど、この地

域を見てくれ、中学校はおろか小学校もなければ保育園もない。そして空き家ばかりだと。

ここは見捨てられた地域になってしまうって。 

やっぱりそこは漁業が衰退していった結果だと思うんですね。すべてが要因ではありま

せんけれども、やっぱりその特定の地域にとって、漁業って本当に大きな存在だったんだ

なと思いました。ですからホタテが今、今年は少し去年より良いそうですけれども、ただ

値段がすごく安くて、せっかく苦労して獲ったのに、こんな値段ではということで若い人

達はテンションが下がってモチベーションが下がって、今後どうしようかなという感じも

あると聞きました。ですから漁業を救うということよりも、漁業に関係する地域そのもの

の活性化を考えていかないと、ホタテをどうにかしようとかサーモンどうにかしようとか

そういうことではなくて、全体で考えていかないと、本当に向こう側の地域がなくなって

しまうような、そんな危機感も訴えられて、私も実際に見て、本当にそのように感じまし

た。 

今、サーモンもなんか全国でいうと 100 か所くらい養殖しているって香川県だとかあっ

ちのほうもやっている。だけど一番大変なのは餌の確保、餌も高騰して小さい魚を使うか

ら餌も高騰してなかなか使えないだとか、容易に餌が買えなくなってきていて、それとと

もにサーモンが増えると価格もそんなに高くなるわけではないから、価格に見合わなくな

るということで、サーモン養殖もあきらめざるを得ないところもあると聞きました。畜産

と違うのは、畜産は草とか穀物を食べて、それでたんぱく質を生むんだけれども、サーモ

ン養殖は魚を食べて、それで魚ができるというところで、やっぱりこれは大変だと思うん

ですね。ですから町長はいろんなアイデアをどんどん出すので、是非、今、植物から魚の

サーモンの餌ができないかだとか、マグロの餌ができないかだとかって研究している方た

ちもいるそうですから、最初に植物をマグロに食べさせるとかそういうことではなくて、

植物を食べるミミズだとかイナゴだとかそんなのを育てて、それを餌として改良してやっ

ていけば、小魚をたくさん餌に取らなくてもいいんじゃないかなと。 

ノルウェーは大きなサバをとることによって、99％が食用になってるけれども、日本で

はほとんどが小さいサバなので餌用にまわっていて、それでその価格が本当に違って、ノ

ルウェーでは漁師があこがれの職業で、年間 700 万から 800 万の収益があるけれども、日

本は 230 万程度だと。それでどんどんどんどんやりたいという人が減っていくとなって、

この差はやっぱり埋めていかなければならないと思うんですね。 

だからさっきおっしゃったように魚を獲らない、そのための今回の法だと思うんですけ

れども、だけど日本だけが獲ってるんじゃなくて、中国だとか大きな船がきて、周りのサ

ンマ全部獲っちゃうから日本に来るサンマがなくなって、そういうこともあるので、日本

だけで解決できる問題だとは思いませんけれども、やっぱり八雲の中でも小さい魚を獲ら



- 21 - 

 

ないというのは今やってると思いますけれども、今後本当に地域全体を考えて、皆で知恵

を出し合いながら、地域を活性化させないと漁業だけ救うっていったってもう人がいなく

なってしまうと思うんですね。だから本当に小さな地域の意見を聞きながら、そして片方

では餌の高騰に向けて、研究して八雲町はこんなすごい餌を作ったぞってなったらいいん

じゃないかなとか勝手な理想ですけれども、そう思っています。 

是非サーモンの養殖で、今脚光を浴びていますけれども本当に苦しんでいる漁師の人た

ち、そしてその人たちがたくさん住む地域の声を聞いて、この空き家だらけを何とかして

ほしいという、その思いは皆で知恵を出し合って何とかできないかなって、そのために私、

水産課の担当職員の方の人数はこれで良いのかという心配はあるんですけれども、町長ど

うですか。もうちょっと増やして、もうちょっと積極的にというのはやっぱり組合が大変

だからできないんでしょうかね。どうでしょう。その辺も検討しながらもし組合員のため

の組合になっていなければおかしいと思うんですね。ですから是非本当に漁師の人たちの

意見がきちんと反映できる、そんな仕組みを皆で作りながら地域を支えてほしいと思いま

す。最後に町長からの一言をお願いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 本当に赤井議員ですね、漁業者の意見を聞いてきてきたんだなと

いうことは実感してわかりました。私たちもですね、少なからず聞いておりますけれども、

突っ込んでいい意見を、いろんな貴重な意見をいただいたと思っております。この私は漁

業を職員が足りないということは、大変私もいろんな人からも漁業者の方からも言われま

すけれども、本当に八雲、落部漁協ということで、この漁協の組織がしっかりしていると

いうこともありですね、やはりこの農協と違うところはですね、やはり漁協でまとめてい

るということはもうはっきりしている、農家の場合は農協だけでなくても、畑は個人でも

作れますが、漁業だけはですね、漁協は絡まないとできません。これは漁協と連携しなが

ら町はというのはやっぱりここはもう変えられないんだろうと。町が乗り込んでいってど

うということにはなりませんので、やはり先ほど答弁したとおりですね、漁協としっかり

と密にしながら、この漁業の活性化並びにいろんな部分を協議してまいりたいと。先ほど

言ったとおり漁師の方々もいろんな意見を持ってきたいということは大変嬉しいと思って

おりますので、町としても全面的に協力していきたいと、そんな思いであります。 

 それともう一つ、多分黒岩地域のことを言ってるんだと思うんですけれども、本当に学

校もなくなった、なにもなくなったで、本当に漁業者も少なくなってきていて、私も本当

に危惧しながらですね、しょっちゅう私、朝ですね、必ずいろんなところを回っています

ので、山崎、黒岩も走ったり、山とかいろんなところを走っていますけれども、黒岩に行

くたびに実感しています。これは言葉が悪いんですけれども、熊石を見るとですね、本当

にそんな思いもですね、熊石ですね、本当に漁業が栄えてきた地域が２億を切って漁額高

が１億５千万で今回も少なくなっていると考えるとですね、その前に手を打たなければな

らないというのはひしひしと感じていますので、地域の盛り上げ方、やはりそこで先ほど
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赤井議員さんからあったとおりですね、やはり働ける、稼げる漁業並びにその地域で暮ら

していけるような、そんな仕事作りが大事だろうということを改めて認識させていただき

ましたので、またしっかりとその辺をやらせていただきたいと、そんな思いでありますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 以上で赤井睦美さんの質問は終わりました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１６分 

再開 午前１１時２８分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、三澤公雄君の質問を許します。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） それでは一問目、これまでのコロナ対策の検証とこれからのコロ

ナ対応策は。 

 第３波の襲来が本格化しています。これまでは八雲町も独自支援策などの追加をしてき

ましたが、それらの検証はどうなっていますか。また、この第３波への対応にはどのよう

なことを考えていますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは三澤議員の一つ目のご質問にお答えいたします。 

最初に、一点目のご質問ですが、新型コロナウイルス感染症に対応する経済対策といた

しましては、感染拡大防止の観点から実施される人の動きの抑制に伴い、真っ先に影響を

受ける、飲食業や宿泊業を中心に据えて、資金繰りの悪化に対する措置として、公的融資

制度の円滑な斡旋と利子、保証料の補給による事業者負担の軽減を手始めに、営業自粛要

請に伴って悪化する経営環境に耐えて、事業の継続を図っていただくための応援金の給付、

さらには、商工会によるプレミアム付き商品券を通じた需要喚起などを行ってきたところ

であります。 

こうした施策については、その実行中、実行後において、庁内はもとより、商工会や金

融機関と情報交換を進め、データの蓄積や課題の検証を行ってきたところでありますが、

主な課題として、三点ほど申し上げます。 

一点目として、今般の事象は、国全体に関わることであり、国や北海道の施策と町の施

策が平行して講じられることとなりましたが、スピード感を持って、効果的な施策を打ち

出すために必要な、国や道の施策の内容や実行時期の把握が非常に難しいこと。 

二点目としては、融資額の規模や借入のリズムに関する予測についても、業種の幅が広

く、当初の想定とは違った動きとなり、途中、予算を補正するなど、需要予測が非常に難
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しいこと。 

三点目として、各種給付金においても、多様な業種・業態、経営規模に応じた額の設定

など、給付基準や条件に深みをつけることによって、より経営実態を反映したものとなる

ような制度設計が必要であること。 

大きく三点の課題認識について申し上げましたが、他方、総合窓口を設けて、事業者と

接したことや、金融機関との日常的な情報交換などに努めたことによって得られた情報や

知見も多数あり、これらを今後の施策展開に当たっての糧とすることに加えて、さらに緻

密な需要予測や経営実態を把握するための手法についても、継続して検討しているところ

であります。 

ご質問にもありますとおり、すでに第３波が年末年始の宴会時期と重なるように広がっ

ており、酒類提供を伴う飲食業が大きな打撃を受けることは明らかであると考え、関係事

業者の事業継続の意思を応援するための給付金について、まずは、今議会においても必要

な経費のご審議をいただき、これを皮切りに、これまでの知見を踏まえ、状況に応じた施

策を講じて参るつもりでありますので、よろしくお願いいたします。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） この第３波というのがあまり想定されてなかったですよね。今思

い起こしても、歓送迎会の時期に、稼ぎ時を失ったと、そこから始まったことが夏以降、

これから取り戻せるんじゃないかという雰囲気になった中で今の状況でございますから、

今一回目の答弁で、経済支援策が検討される、この議会で提案されるというので、非常に

安心はしていますが、その金額も結局、所得保証ではないのでね、届かないと思うので、

国の支援、道の支援もありますけども、一つこれちょっと気持ちの問題かもしれませんけ

れど、いわゆる１万５～６千人いる町内の人口の方が、やはり町内のものを優先して使う、

買う、食べるということをね、そういう運動も一つ欠かせないのかなと。 

確かに宴会等から比べればですね、実入りなんか減るんでしょうけれども、今までそう

いった例えばオードブルだとか、これからといったらおせちですか、そういうものも今ま

で自宅で作っていた人たちも、あえて買ってみようだとか、町外に買い物していたものも、

なるべく町内で買っていこうとか、そういったこう運動もね、やっていかなければないの

かなと思うんですよね。今回、経済支援策をお話ししましたけれども、そういったこの間

のアメリカの大統領選挙で言えば、トランプさんがやった、バイアメリカンみたいなかた

ちで、バイ八雲というか、八雲製品を買おうという感じの運動。役場内のいろんなものを

買うことを含めてそうですけれども、そういった部分の運動もちょっとどうかなと思うん

ですけれども、まずはそのお考えをお聞かせ願います。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員ですね、本当にその私どももですね、この第３波がこん

なに大きくですね、来ているというのは想像しなかったということであります。先ほどち
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ょっと答弁いたしましたけれども、この国、道の支援策もですね、なかなか第３波が見え

ないということでありますけれども、今年のコロナの感染状況というのは２月頃でありま

すので、この 12 月の年末、さらにお正月のですね、宴会シーズンが終わった中でのコロナ

の感染が拡大してきたと。 

今回はですね、この 12月、１月に大変大きくですね、宴会をやめたとか、町内会の総会

もやめたとかいろんな話が来ていますので、大きく影響するだろうということで、今回議

会にまた提案させていただきますけれども、この 12 月さらに１月を見ながらですね、議員

さんおっしゃってるとおりですね、消費喚起経済対策はしていかなければならないと思っ

ておりますが、この状況をですね、やはりこの 12月、１月にもう少し見ながら、まだなか

なか町内で物を買うとか消費するというのも、まだ人の動きとかがありますので、少し落

ち着いたあたりにですね、国や道を見なくても、町独自でもやってみたいと。そんな思い

でいろんな情報を得ながら、また金融機関とも話をしながらですね、融資のほうも今考え

ているところでありますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） あとそういった事業者じゃなく、今回コロナで弱い立場の人たち

が、一層弱い弱り目に祟り目というか、追われている部分があるということ、報道で見ま

すけれども、八雲町の中でこれまでの施策の中で、僕が聞く限り、いろんな相談窓口も設

けたりしたり、ひとり親世帯の給付に当たっても突然収入が落ちちゃった実例も対応して

いるというお話を聞いていますけれども、その点に関してこの第３波に向けてですね、そ

ういったいわゆる弱い立場の人たちに対しての施策というのは、どのようなものが準備さ

れているでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 表現がちょっと、弱い立場というのは、私も表現として良いか悪

いかわかりませんけれども、前回ですね、この給付するということで、個人的な融資の制

度も労働金庫さんと協力しながら、させていただきました。一件の相談もなかったという

ことでありますので、個人的な消費というのはまぁまぁ落ち着いたのかなというのが、第

１波、第２波だろうと、三澤議員さんおっしゃってるとおりですね、第３波はちょっと大

きいぞといことで、やはりその末端までですね、きちんとしたことをやっていかなければ

ならないだろうということは、痛切に今、感じておりますので、その辺は今これからいろ

んな情報を得ながらどんな方法、例えば町内に消費ができる町内の商品券ならびにクーポ

ン券等々も考えながら、さらにいろんな分野で考えてみたいということでありますので、

また議員の皆さんからいろんな情報をいただければ、柔軟にですね、八雲町としても考え

てみたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 
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○９番（三澤公雄君） 前回の質問で、確かポストコロナという言葉を使って町長に怒ら

れた部分があるんですけれども、いわゆるコロナがもうあるというか、コロナと一緒に暮

らしていくことが当たり前になったという意味で、いろんな施策がですね、そういった観

点を忘れずにやっていかなければいけないなという、お互い立場がそういうことを共有し

てやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは第二問。町のイメージを守るためにも。 

いわゆる核のゴミ、原発から出る高レベル放射性廃棄物の最終処分場選定に向けた文献調

査が進められることとなりましたが、寿都町へいち早く抗議行動をとった岩村町長には敬

意を表します。 

その上で、さらに考えをお聞きしたいのですが、ＮＨＫの北海道ローカル放送で独自調

査をした。という特集の中で、八雲町近隣の森町、せたな町、乙部町が、核のゴミ受入れ

の可能性を否定しない町としてカウントされていたと僕は報道を理解しました。あくまで

も可能性の話なのですが、この近隣町について町長はどのように受け止め、どのように考

え、どのような行動をとる可能性があるのか。今だからこそ聞きたいので、率直なお考え

を述べていただきたい。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員の二つ目のご質問にお答えいたします。 

原子力発電所の使用済み核燃料から排出される高レベル放射性廃棄物、いわゆる核のご

みの最終処分場の選定については、風評被害やイメージダウンはもちろん、地元産業に及

ぼす経済的な損失は、計り知れないものと推測されることから、絶対に安全であることが

確認できない以上、受け入れるべきではないと考えております。 

また、周辺自治体にも大きな影響を及ぼすこととなりますので、一自治体の判断だけで

進めるべきではないとも、考えております。 

国が制度を見直せば、検討する可能性があると回答した近隣の自治体に対しては、それ

ぞれの自治体の考え方もあり、検討する可能性があるという段階でありますので、私から

の言及は、差し控えさせていただきたいと思います。 

八雲町では、平成 30 年の第２回定例会において、議員発議により高レベル放射性廃棄物

の最終処分場の受け入れを拒否する決議案が可決されております。 

このようなことから、太平洋と日本海、日本で唯一、二つの海をもつ自然豊かなこの八

雲町に、核に関するものは必要ないと考えておりますので、ご理解をよろしくお願いいた

します。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） 根っこの部分では、本当に共有できてると思うんですよ。我々議

会側も決議案を出しましたし。それで今近隣町では、寿都、神恵内の周りの町がですね、

いわゆる核抜き条例というまとめかたしていますけれども、動きが出ていますけれども、
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条例案制定は議会のほうからでも提案できますので、それは議会は議会の中で議論してい

こうと思いますので、町長には一つ近隣町に対してのご遠慮があるので、近隣町にはね、

他所の町は他所の町の考え方がありますから、町長の立場を最大限発揮するとしたら、僕

は一つ鈴木道知事にですね、行政、別に上下ないんですけれども、ただ、行政の括りとし

ては一つの大きな北海道という、まとめている行政官として知事がいますから。そして一

方で八雲町の非常に戦略的な振興政策なんかを鈴木知事は好意的に見てらっしゃる。そう

いう意味で繋がりがあるのかなと思うので、北海道知事に一度お話してもらいたいなと思

うんですけれどもね。 

今、近隣町で進めている核抜き条例というのはある意味、寿都や神恵内と同じで、僕は

無責任な部分があるのかなと。自分たちもしくは自分たちの地域にゴミが来なければいい

というね。でも北海道には泊原発があるんですよ。電源交付金をあてにして、それを町の

活性化に活かすと言って、でもそれが年々減ってくると不安になって、２号機３号機とな

った。これは寿都町も神恵内村も十分に考えなければならないと思うんですけれども、泊

のこと、泊原発が道内にあるということなので、一つ核のゴミという考え方をですね、北

海道は北海道で、泊のことはちゃんとけじめつけるんだと、ただしほかの都府県のことは、

そちらはそちらで責任を持ってくださいよというかたちでですね、鈴木知事にもイニシア

チブを発揮する機会を与えるという意味で、単純な自治体の核抜き条例、そして北海道も

条例を持っていますけども、今回あまり効果がなかったということは、まわりも、もしく

はご本人、鈴木知事もよくわかっていると思うんですね。 

だからそういった部分で次の北海道としての立場を明るくするために、できれば議論の

考え方はいろいろありますけども、僕は泊は泊で解決するんだと。例えば 50 年とか一世代

プラスアルファくらいの段階でのゴミの管理はまず泊周辺でやっていこうだとかというよ

うな、本当に地に足をついたゴミの管理の仕方を道知事に働きかけてですね、それをもっ

てして北海道の、いわゆる核のゴミに対する負のイメージを払しょくする。一歩も二歩も

他の自治体よりも先に行って考えているんだというところをアピールするような水の向け

方を、是非行政マン同士で腹を割ってお話する機会を作ってやってもらいたいと。 

本来なら僕は議員ですから、道議会に笹田道議を頼ってお話を持っていくというのは筋

なのかもしれませんけれども、笹田道議には力がありますけれども、道議会は全然駄目な

んですよね。党議拘束というまったく馬鹿馬鹿しいものに固執してしまっているので、笹

田道議も力の発揮ができないと思っていますから、そこは岩村町長のお力を借りてですね、

道知事、北海道を動かすためにもそういうかたちで核の考え方のアピールをして、北海道

のイメージ、ひいては八雲町のイメージもそういうかたちで守っていくというか、アップ

していくということを考えてもらえないかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員ですね、大変良い意見だと思いますし、知事さんに協議

をしようというのは、今までは考えてはいなかったんでありますけれども、大変いいこと
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だなと今思いました。それでこの先ほどこれから周辺自治体、どんなことができるのかと

いうことでありました質問に答える意味でも、この八雲町、長万部町、今金町、せたな町

とこの４町はですね、寿都町に同じ思いで、協議をした、反対を申し上げたということで

ありますので、この４町でこれからもこの議論を深めていきたいと。 

さらにですね、八雲町だけではなくてこの４町として、知事さんのほうに協議の場を設

けるというのはありかなというのを今、痛切に感じました。さらに先ほど三澤議員さんが

おっしゃっているとおりですね、今の鈴木知事さんと私は大変、皆さんのお考え、または

北海道応援会議という場でもプレゼンをさせていただいたり、今回もですね、大変親しく

いろんな話をしている仲ではありますので、この４町として申し込んでですね、膝を交え

て、この北海道の核のゴミに対する議論、並びにですね、核の問題等々も議論したらいい

なと思いますので、是非ですね、この４町をですね、まとめながら協議して行ってみたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） 私ごときのつたないアイデアですけどもね、是非、町長活かして

いただいて、その４町の中でも是非リーダーシップを発揮してやっていただきたいなと思

いますので、お願いいたします。 

それでは三つ目いきます。 人材の送出から人財の創出へ。 

 町長の考えている産業振興、すでに動き出しているもの、芽吹いたもの、種を蒔いてい

るものといろいろありますが、すべてにおいて、その目指すゴールの鍵を握っているのは

人材の集積だと思います。八雲町の魅力を高め、人材を呼び込み、人口減少の速度を緩や

かにする。集まってきた人材の中からさらに八雲町の魅力づくりに貢献できる人材を育て

てゆく、そういった好循環を目指すものと受け止めています。 

私は、この循環の中で見落としているもの、もしくは加えるべきと考えるのが未来の人

材への着目です。これまでは小・中・高と卒業していった後の人材を、どうＵターンさせ

るかが中心だったのではないでしょうか。行政の取り組みの中で、小学生もしくは中学生

のうちに魅力ある町をどう見せるか、感じてもらうか視点が欠けていると感じています。 

コミュニティ・スクールの取り組みも動き出してはいますが、上記のことがゴールにな

っているでしょうか。また、これらは学校教育だけの問題なのでしょうか。役場の各部署

の施策・取り組みにおいて未来の町内人材を漫然と、ただ送り出しているだけではなかっ

たでしょうか産業振興を進めるためには、同時に、自分の町から人材を新しく創り出す視

点で行政の進め方を見直すべきではないでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員の三つ目のご質問に、まず私からお答えいたします。 

産業振興を図るためには、働く場の創出とともに、産業を担う人材の育成が重要であると 

考えております。 
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三澤議員おっしゃるように、これまでは担い手となる人材の確保や育成について、新規

就農をはじめ、移住や地域おこし協力隊員など、町外からの人材を八雲町に招くための施

策や、進学等で一度八雲を離れた若者が帰ってきて、産業の担い手として働くことのでき

る環境を、どのように整備していくかを中心に、施策を展開してまいりました。 

また、小・中学校や高校と連携した取り組みとして、コミュニティ・スクールや総合的

な学習、高等学校オープンプロジェクト等の中で、八雲町の産業や、町の魅力に関する学

習、商品開発などの実践を通じて、子どもたちが八雲町に関心を持ち、地域への愛着を深

めることが、将来の担い手育成につながるものとして重要であると考え、実施されてきて

いるところでありますが、行政全般の施策を進めてきたうえでは、八雲の未来の人材に、

八雲の魅力を見て感じてもらう視点が欠けているという、三澤議員のご指摘は、受け止め

るところであります。 

八雲町の産業振興を進めていくにあたっては、どういう人材を創出、育成していくべき

かという人物像のイメージを、役場各部署並びに各産業団体、関係組織等と検討、共有し、

そのうえで、人材創出や育成するための役割分担やプロセスなどについて、検討していく

ことが、今後必要であると感じておりますので、ご理解いただきますよう、よろしくお願

いいたします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長。教育長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 三澤議員の三つ目のご質問について私からお答えいたします。 

八雲町の各学校においては、中学校区ごとに学校運営協議会を設置し、小中一貫型コミ

ュニティ・スクールの取り組みを進めております。平成 29年度に落部中学校区で先行して

導入し、平成 30 年度から全ての中学校区での取り組みを始めております。コミュニティ・

スクールは、学校や保護者、地域の皆様が共に知恵を出し合い、協働しながら子供たちの

豊かな成長を支えていく、地域と共にある学校づくりを進めるための仕組みでございまし

て、地域ぐるみで子どもを育てることを通して、地域の産業や魅力を知り、地域への愛着

や地域の担い手としての自覚を高める有効な手段であると考えております。 

今年度で３年目、４年目を迎える中、推進状況には差がありますが、各中学校区では学

校運営協議会を定期的に開催し、それぞれの特色を活かした教育活動を展開するために議

論いただいておりまして、こうした中、特に総合的な学習の時間において、義務教育９年

間を見通した教育課程を編成し、小学校では、八雲町の歴史、自然、そして酪農業や水産

業などについて、中学校では町内の店舗等での職業体験など、地域の様々な皆様にご協力

いただき、八雲町の良さを知ることができる教育活動を行っております。 

教育委員会としては、コミュニティ・スクールの取り組みの改善、進化を図るべく、昨

年度から連絡協議会を開催し、各中学校区の取り組みを交流したり、他の自治体での取り

組みを視察するなどの研修を行ったりしておりますが、三澤議員ご指摘のように、八雲町

の魅力を、未来を担う子どもたちに見せる、感じさせるためには、これまでの取り組み内

容の改善・充実を図るとともに、より多くの地域の皆様に参画していただくことができる
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仕組みづくりが必要であると考えております。 

今後とも、コミュニティ・スクールの取り組み等を通しまして、子ども達のふるさと八

雲への思いを高める教育活動の発展、充実に努めて参りたいと考えてございます。以上で

ございます。 

○議長（能登谷正人君） 質疑の途中ですけれども、お昼の時間になりましたので、暫時

休憩いたします。再開は１時といたします。 

 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） お昼前に、それぞれ町長、教育長から答弁をいただきました。い

ずれも私の質問に対して理解を示し、前向きな答弁をいただいたと思っておりますけれど

も、少し細部のほうを詰めまして、より具体的な答弁をいただきたいと思います。 

それではですね、まずコミュニティ・スクールっていうのは、一つの今、文科省もです

ね、子ども達、学校改革だとかいろんな意味での切り札になっているんですけども、それ

で八雲も落部から取り組んで今４か所でやっておりますけれども、一応報告書とかも僕も

読ませていただきましたし、あと、自分なりの感覚で感じていたことをある程度裏付ける

報告だったのかなと思っております。というのは、熊石そして落部、野田生といういわゆ

る郡部のほうはですね、非常に地域との密接なつながり、コミュニティ・スクールを運営

している学校運営協議会の面々までは詳しくはわからないんですけれども、活動報告なん

かを見ても、より地域に入って協議会のメンバー以外の地域の人たちとも接点を持ってい

る努力をされているなと。だからこれからもそれをある程度見守っていけば、一つの僕の

今回の人材づくり、八雲に暮らしてよかったなと。この八雲で自分も働いてみたいなとい

うのに繋がっていくのかなと思うんですけれど。 

一方で八雲のコミュニティ・スクールがですね、ちょっと無難な言い方をすれば弱いか

なと。その一つの原因は、これはまったく私見ですけれども、つまり学校運営協議会に入

っている面々がですね、まだまだいわゆる教育村と呼ばれる学校に近い人たちだけでされ

ているんで、今までのいわゆるＰＴＡの域を出ないという感じがするんですよね。それで

八雲町においてはやっぱり一番大きな校区ですので、やはりここでしっかりとした成果が

期待できる取り組みにしなければ、僕はコミュニティ・スクールというものが形だけ。例

えばどこかに事例発表するときは、落部、野田生、熊石という実績を上げているところの

例を発表し、そういったことで評価をもらって満足する。でも実際に中心になっていると

いうか一番の足元である八雲のコミュニティ・スクールではなかなかそういった地域に入
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っていく努力が足りないようにお見受けいたします。この場ですのではっきり言わせてい

ただきますけれども。可能性はあるんですよ。もっと開くべきですよ。学校が。そのため

のコミュニティ・スクールなので。 

そこでまずお話したいのはですね、これは今僕も教育長に向かってお話をしていますけ

れども、教育委員会だけが一つ担うべき問題ではないのかなという感じで接点を作りまし

たが、まずは教育委員会の足元から見ますと、これも学校教育課だけでやろうとしていて

は駄目なのかなと。まずはお隣の社会教育の人材と、いかに接点を作るかというところか

らいけば、今のコミュニティ・スクールもそんなにその背伸びしなくてもやっていけるん

じゃないのかなと思うんですよね。一つは学校のカリキュラムも思い切って大胆に開放と

いうか言葉としては開放しなければいけないと思っています。 

例えば小学校・中学校あわせて９年間のうちの基礎となる６年間の部分で、小学校の教

育の部分は教科書を進めることも大事なんですけれども、教科書で取り上げている題材は

地域の中に落とし込めば、これだけのページを進めることができるねって考えていく。具

体的に言いますと、例えば社会で歴史なんかを習うときに、今でも縄文時代から始まるん

ですか。そういったときに教科書よりも、八雲ではもしくは熊石地区では、その時代どう

やって暮らしがあったんだろうかというかたちで、地域の歴史と結び付けてやっていく。

それも教室だけではなくいて、実際地域の共同試験研究家だとか、現地に行ってやってい

くとかというかたちで、それも先生が中心になるんじゃなくて、思い切ってですね、そこ

も先生方の働き方改革で、人材の供給が道教委をはじめ文科省から来ないわけですから、

思い切ってこの部分は地域の人たちに委ねようと。事前に綿密な会議をしなければいけな

いという部分もあるかもしれませんけれども、一度そういうレールを作ればですね、２年

目、３年目といったら自ずと先生たちの手から離れるというか、先生たちもその分、次の

教材づくりだとか時間を作れる。 

今の 24時間の中では先生たち目いっぱい働く時間を作ってもなかなか人員の確保ができ

ないので負担が出ていると思いますので、今の話し方でちょっと理解されたかどうかわか

りませんけども、一石二鳥というか地域に溶け込みつつ、学校さえ心を開き、門戸を開け

ば先生方も楽になるという視点で思い切って、こういうことをやってくれる人材はいませ

んかという発信をどんどんしてもらうんですよ。 

もう少し例を挙げますと今回こういう時間がない中、コロナで時間がない中で、前々回

の質問でも僕は例えば修学旅行なんかを外部に委託したらどうなんですかというコロナの

中で授業が短くなってきたときのお話し合いの中でそんな話をしたんですけれども、結局

今年も小学校でもウポポイのほうに行かれたんですよね。アイヌの歴史なら八雲でも学べ

るのかなという気もしますし、それはもうやってしまったことだから。でもその修学旅行

の企画だって、今、相手方は思っていないかもしれないかもしれませんけれども、実際に

関係人口の中で八雲に関心のある人に地域を案内している取り組みをやってる団体がいく

つかあると思います。そういったところに修学旅行のコーディネートをお願いする。八雲

の人間にとっては熊石は未知なんですよ。熊石の人たちにとっても、子ども達にとっても、
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八雲はなかなか縁遠い、逆に江差のほうが近いなという気持ちなんかもあると思います。 

だから小中学校ではお互いの合併の十何年も経っていますけれども、知るという意味で

子ども達の代でこの二つの海のある町がちゃんと根付くためのカリキュラムを作ろうとい

うかたちで八雲と熊石の修学旅行も含めたそういった交流というか深めるということをや

っていって、それを地域に委ねるということをすれば、今よりももっともっとコミュニテ

ィ・スクールや地域と子供たちを結び付けられると思うんですけども、まず上段その部分

の、要するにコミュニティ・スクールの中において実は差があると。八雲が、ひざ元の八

雲の部分では期待した効果が上がっていないんじゃないんですか。そのところにもう少し

着目して取り組んだらいかがですかという部分でお聞きしますけれども、今の教育長のご

認識をお伺いいたします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長。教育長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 三澤議員の再質問にお答えいたします。 

 基本的にその八雲小中、八雲中学校区域のコミュニティ・スクールの推進が、なかなか

進んでいないのではないかというお話かと思います。その要因としてはなかなか開かれて

いない、どうしても閉ざされた中で協議が進められているんじゃないかというお話かと思

います。コミュニティ・スクールそれを最初の質問にあった人材育成、こういったものに

繋げていくためには、やはり子ども達に地域の産業など、その魅力に関して触れてもらう、

体験してもらうと。こういった取り組みは非常に大事かと思います。 

八雲中学校区域以外の学校におきましては、その学校規模からも地域に出ていきやすい。

そして地域の方々に協力していただきやすい、この学校の規模かと思っております。そし

て八雲中学校区域につきましては八雲小中なもんですから先ほど申し上げました総合的な

学習、この時間を活用いたしまして、そのコミュニティ・スクールに位置付けられるよう

な地域の学習、地域の歴史や産業などについて、学習する時間を設けておりますし、先日

も私も学校に伺ったときには、丁度、軟白ネギの生産者の方に来ていただいたり、ホタテ

漁業を行っている方に講師として来ていただいて、学校においてもそういう方の協力を十

分に得ながら進めているところでございますけれども、如何せんその学校規模が学年でど

うしても 100 人または 80人近い学年の児童生徒数がおりますと、地域に出て行ってという

活動がどうしてもほかの学校区に比べますと、そこにはなかなか進みにくいということで、

どうしても座学中心のことになる要素がどうしても高くなるということがございます。 

やはりこういった学校区で地域としっかり連携しながら地域の魅力を学ぶには、やはり

受けていただく地域の方々に、積極的にお願いしたりですね、議員おっしゃるような、任

せて、お願いしてそれを学校の目的などをきちっと伝えた上でそこを担っていただくよう

なそういう仕組みもよろしいのではないかという議員のご意見だと思います。そういった

ことをコミュニティ・スクール、そして子どもたちの体験的な地域の魅力を感じ取るよう

な学習について、どのように進めて行ったら、より進むかということを、各八雲中学校の

区域であります、学校運営協議会、こういったものも協議いたしますとともに、先ほどあ
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りました教育委員会がちょっと縦割りじゃないかというお話もありましたけれども、コミ

ュニティ・スクールの推進につきましては社会教育課、こちらのほうで持っておりまして

私も学校教育課と連携をとっていろんな検討を進めさせていただいておりますので、そう

いった社会教育課が密接に関係している団体などともですね、連携を取りながら学校規模

が大きくても地域の皆様にもっともっとお力を借りれるような、そういった仕組みを考え

て参りたいと考えます。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） 学校自体に僕はまだ困っているよという発信が届かないと思うん

ですよね。コミュニティ・スクールが社会教育の範囲だということをちょっとど忘れして

いましたけれども、まだまだどうやって関わっていったらいいんだろうか。僕みたいな図々

しい人間だったらドカドカと、俺なんか役に立ちたいんだけどって行っちゃうんだろうけ

れども、だろうけれどもなかなか普通の団体さんなんかは、学校の敷居は高いんですよね。

その辺なんかクリアできるもの。学校側が発信するしかないと思うんですよ。困ってるん

だと。助けてくれと。実際にコロナの消毒の作業で声を上げたことによってＰＴＡ役員さ

んだったかもしれませんけれども、率先してくるようになったんですよね。声を上げない

と気付かないということもありますから。いかにそういうことが伝えられるかということ

も一方で考えてもらいたいと思いますけれども。 

僕はその人材づくりの中で大人が背中を見せる。背中で学ばせるという部分が大事だと

思うので、そこでは中学校の職業体験なんかも大事だと思うんですけれども、実際に職業

体験に応募してくる企業さんというのは少ないと聞いています。それは、前の前の教育長

さんにも僕は提言をした機会はあるんですけども、学校のカリキュラムに則って、この時

間に企業さんに訪問させてくださいという頼み方だから企業にとってはその時期が忙しか

ったり、仕事がなかったり人手がなかったりで対応できないんだと。ある地域ではオール

シーズン学校側のほうで対応するという意味で、その企業さん、協力してもらう企業さん

がこの時期なら子どもを受け入れられるよと。農家さんによってはこの時期にはトマトの

収穫があるよだとか、大根の収穫があるよだとか、そういった予定表というか行程表なん

かを学校のほうに出して、それで子ども達が自分の希望に合うところを、中学校も単元式

とは言いながら、単位の取得ではないので、カリキュラムでは難しいと当時の教育長さん

も言いましたけれども、社会と子どもたち、地元にどんな仕事があるのかということをま

ず知るという意味では、学校側がそこを工夫しなければいけない。学校の予定に合わせろ

と言って 10 月の後半に職業体験をやってると思うんですけれども。正直言ってハウス農家

以外は収穫時期がないですから、せっかく来てもらったんだけども、ハウスの跡片付けし

かなかっただとか、それはそれでいいんですよ。 

一方で職業体験もそうやってやっている地域もさっき言ったような地域もあれば単発じ

ゃなくて、これはある団体が仲介した取り組みですけどもね。たとえば稲作だったらトー

タルで体験してもらおうと。田植えから収穫、場合によっては種もみが芽を出すところか
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らとか、それはいろんな取り組みがあるでしょう。どんな仕事も点ではなくて、一つのサ

イクルとして仕事を覚えてもらうということにどうやったら学校側が関わっていけるか、

子どもたちをその場に送り込んでいけるかということが学校側がもっともっと工夫するべ

きだと思います。 

 一方で大人の側でいけば、役場のほうもですね、職業体験受け入れている部分がありま

すけれども、退屈な仕事の体験をさせていないかという部分で顧みてもらいたいなと思う

んですよね。 

 例えばこれ鹿部町なんですけれども、子ども達はこれは職業体験とは違うんですけれど

も。認知症サポーターになって実際にお年寄りと一緒に絵本のような歌の本というのを作

る活動、それで子ども達は認知症の方の聞き取りというんですか、会話の時間とか、そう

いう活動をされているという例が紹介されています。鹿部町ですよ。実際にその認知症サ

ポーター養成講座に子どもたちが学びに行って、認知症キッズサポーターという資格とい

うか、そういう勉強をしながら施設に行ってお年寄りとお話をするという、こういった観

点で例えば福祉課が教育分野のほうに、私たちもそういうお手伝いができますよと言って、

社会課体験に繋げていくとか、一方でこれはある部分で僕も質問しましたけども、要援護

者、避難支援者なかなか進んでいないんですけども、地域で確保という問題があるんです

けども、どうでしょう中学生くらいの体力であったら、複数いればですね、地域の担い手

としてお年寄りの力になることはできないでしょうか。お年寄りというか逃げることが出

来ない人達。そういった観点で教育委員会を通すか学校を通すかして、地域の避難のあり

方。実際に避難活動を今年、コミュニティ・スクールで避難活動にかなり取り組みました

けれども、次の段階はそういった要支援者にどういったものを取り組めるかというのを教

育委員会に預けるのではなくて、然るべき担当課のほうから、あれこういった観点から子

どもたちの力を使えないかなというかたちで歩み寄るというか、逆にこっち側が門戸を開

くというか。子どもを子ども扱いしない。一人の人格を持った人間として扱っていくとい

うかたちでなんか接点を持てないでしょうか。 

広い意味で町長は僕の問題提起に対して理解を示しました。僕もまだまだアイデア止ま

りなので、具体的な例というのはなかなか挙げられないんですけれども、政策一つ一つに

子どもたちの活躍する場というものが持てないかという視点で教育委員会もしくは学校、

若しくはコミュニティ・スクールの運営者たちと話し合う機会を持っていく。いきなりは

できないかもしれませんけども、まずその準備を中で会議してもらって子どもたちに今の

八雲の現状を知ってもらうという意味でいろんな政策を組んでいく。それが面白くない体

験かもしれない。でも八雲を知ることによって社会のあり方がわかり、自分自身の子ども

たちの中に問題と考えるものができれば、それは学びを深めるということもありますし、

それを利用して社会科や国語やいろんな科目と結び付けて教科書中心の学びから、しっか

り社会と繋がるという基礎を小学校、場合によって中学校職場体験とかで作っていく。そ

して高校に行ったときに、また次の段階を考えていこうということで、子どもを子ども扱

いせず、一つの人格を持った人材として、早いうちにアクセスできるような手立てを是非
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考えてもらいたいなと思います。 

今、ここまでのところをどこまで伝わったのかちょっと確認したいので、それぞれのト

ップの答弁をいただきたいと思います。 

○教育長（土井寿彦君） 議長。教育長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） ただ今、鹿部町の例もご紹介いただきました。子ども達はより

その地域の産業であったり、地域を支えている職業、こういったものをきちんと小学校、

中学校のときに体験できると。こういったことは本当に望ましい姿だなと考えます。それ

で例えば行政からの提案をいただくとか、例えば地域の事業者さんから協力できるものを

ご提案いただくと。こういったものをいただけるのは学校としても非常にありがたいので、

そういったものをどのように活用させていただくかということになってくるかと思います。 

コミュニティ・スクールの先進的な事例を確か私も伺ったところですと、やはりコーデ

ィネーターがおりまして、そのコーディネーターが正直学校に常駐するようなことで地域

との繋がりやいろんな学校が行ってほしい、学校運営協議会を進めていきたいということ

を非常にその方がその中に立って、進めていただいていたそんな状況があったように思い

ます。そしてもう一つインターンシップ、この推進についても確か小樽市かどちらかに、

そのＮＰＯでもってですね、そのインターンシップ先をたくさん学校に紹介するような、

これもやはりコーディネート役のそういった方々の団体があったかと思います。 

そういったことを今考えますと、八雲町において私ども教育委員会こういったことがや

はりどうやって学校と地域を繋げるコーディネートを深まっていくものをどのように構築

していくかと。そういった仲介役、コーディネート役をしっかり考えながら、いずれも活

動も充実するように考えていきたいなと考えております。以上でございます。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員ですね、本当にいろんなアイデアとか意見があって大変

ためになるなってお聞きしておりました。私はですね、この教育というのは、私は基本的

にいつも申し上げているとおりですね、世のため人のためになる人材づくりというのが基

本だろうと。地域のためになる人材というのがもっともだと思います。 

それで今回このコロナということで成人式等々が延期ということでありましたので、私

はやはりこの歴史文化を学びながらですね、さらに未来をどうしていくんだということを

伝えていく必要があるだろうと強く認識を持って、今、例えば先ほど言った八雲の歴史は

こうありますよと、さらに八雲こう未来を描いているんだよということを映像等々見せな

がら、未来ある子どもたちに、若い人たちに、証明していければなとか示していければな

と思っています。そしてさらに今回、このコロナになってリモートだとかＧＩＧＡスクー

ルが進んできました。教育長もですね、この道教委のなかでいろんなアイデアを持ってい

る方であります。ただ、前回もですね、先端的な勉強するのにはちょっと費用等々もかか

るので、私は一応財務等々で話をしたらもっと安い方法というようなこともいろいろ考え
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ましたけれども、私は教育長にはできることであれば最先端な教育ができる、そういうも

のを考えてほしいということを協議の終わったあとで今申し上げてですね、教育と一緒に

なってこの教育。 

私はある人といろんな話をいたしましたけれども、八雲は住みやすい町なのかと思った

ときに、おかげさまで病院はですね、総合病院があると。買い物もある程度できますよと。

この 10 年後には新幹線も来るということでありますので、交通も高速道路もありですね、

現在も特急が止まっていますので、幾分住みやすいでしょうと。やはりその方もですね、

教育でしょうという話になったときに、このリモートで勉強ができる。またタブレット等

で勉強ができる方法もあるということでございますので、やはりどこの町にも劣らないで

すね、教育ができれば住みやすい町にもっと近づくのかなと思っていますので、今日、三

澤議員さんからいろんな意見をいただきましたので、そういう意見もこれから教育長と一

緒になって未来ある子どもたちのために八雲町も教育にはお金をいとわないでやってみた

いと。そんな思いでありますので、よろしくお願いいたします。 

○９番（三澤公雄君） 議長。三澤。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○９番（三澤公雄君） しっかりＧＩＧＡスクールにも予算を付けて、そして家庭にも持

っていけるような環境も整えていますから、これから学び損なう部分も教育長もＧＩＧＡ

スクールの技術を使ってしっかりやっていくという答弁も以前いただきました。 

 それでリモートの勉強の仕方って突き詰めていくと、今度、学校現場にも刺激があって

自分たちが与える教材とネットで取り込める教材と、結局、優劣とか好みがあって効果も

図って、選ばれるという環境になるそうですね。突き詰めれば。その使いこなす技術さえ

付けばね。現場も。そうなったときに選ばれるコンテンツというものが八雲からもできる

ように、先ほどは体験を主体にしてお話しましたけれども、コロナと一緒に共存するとい

うことになればせっかく体験のメニューを作ってもできないということもありますから、

いわゆる生産現場や仕事の現場も教育と結びつくというときに、自分たちの仕事場、自分

たちの働いているところをどう見せるかという意味では、どう記録してどう発信するかと

いうこともやらなければいけない。 

そういう部分では情報政策室はじめ、いろんな技術で町民の是非手足となってもらいた

いなと思いますし、それをまた活用する教育現場が生まれれば、それは八雲の子たちだけ

じゃなくて、ほかに住んでいる子どもたちの教材になるくらいのグレードのものまででき

れば、また届くところはすごく届いていきますから、是非今、両行政のトップが私のつた

ないアイデアですけれども、理解を示していただきましたので、もっともっと自分もこれ

をさらに具体的にいいものにしていく、勉強していくつもりですけれども、是非、両行政

にとってもこれからの八雲の人材、成人が 18 歳に下がったわけですから、小中の段階でし

っかりとした人格形成に八雲ってものをいかに溶け込ませるかということで腐心していた

だきたいなと思います。よろしくお願いいたします。終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で三澤公雄君の質問は終わりました。 
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 次に佐藤智子さんの質問を許します。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） それでは五点質問させていただきます。 

一つ目です。檜山エリア洋上風力発電事業の現況は。 

 檜山エリア洋上風力発電事業は、せたなから上ノ国までの範囲であり、せたな町では昨

年９月に事業者主催の住民説明会が行われています。 

上ノ国町では電源開発 J パワーが海底地盤調査を開始したと７月４日付けの函館新聞が

報道しております。すでに八雲町長や檜山振興局長なども加わる檜山管内洋上風力連絡協

議会が設置されており、７月 30 日には担当課長による幹事会も開催されているということ

でございます。 

９月 15 日に開催された総務経済常任委員会で、これまでの経過について報告されていま

すが、その後の状況はどう進んでいるのかお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の、一つ目のご質問にお答えいたします。 

洋上風力発電事業については、昨年４月に海洋再生エネルギー発電設備の整備に関する

海域の利用の促進に関する法律が施行され、国が海域における洋上風力発電事業の実施可

能な区域を促進区域に指定する制度が創出されたことから、上ノ国町からせたな町までの

檜山海域における洋上風力発電について、複数の事業者が検討している状況であります。 

すでに、熊石地域ほか檜山の各町において、昨年から事業者による住民説明会の開催や、

海底地盤調査など、洋上風力発電事業の検討にあたり、事業者の動きも活発になってきた

ことから、今年１月に檜山管内全町と八雲町、ひやま漁業協同組合などにより、檜山管内

洋上風力連絡協議会を設立し、洋上風力発電に関する各種情報の共有などを図っていると

ころであります。 

このような管内的な動きとともに、今年７月、国は、再エネルギー海域利用法における

今後の促進区域の指定に向け、すでに一定の準備段階に進んでいる区域及び有望な区域に

ついて整理を行い、すでに一定の準備段階に進んでいる区域として、北海道の檜山沖、岩

宇及び南後志地区沖を含む 10 区域を選定したところであります。この 10 区域から有望な

区域に４区域を選定し、協議会の設置や、国による風況・地質調査の準備に着手されてお

ります。 

八雲町としては、持続可能なまちづくりのため、再生可能エネルギーの導入に対しては、

積極的に推進していく考えですが、事業者への対応にあたっては、地域住民や漁業者など

関係団体等に対し、具体的かつ丁寧に説明のうえ、合意形成を図ることを基本に、事業を

検討するよう、対応して参りたいと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いい

たします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 
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○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 町民説明会があったということですが、熊石地域において事業者

主催なのか、何回説明会が行われたのかお知らせください。 

○副町長（萬谷俊美君） 議長。副町長。 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（萬谷俊美君） 熊石における事業者の説明会についてでございますが、電源開

発様は、昨年の８月９日にくまいし館で開催しております。またコスモエコパワーは、同

年 11月 10 日に同じくくまいし館で開催しているところでございます。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） それとですね、上ノ国ほか４か所ほどで海底地盤調査が実施され

ているということですけれども、熊石はこの中に入っていますか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長。産業課長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○産業課長（吉田一久君） 昨年、電源開発のほうで海底地盤調査ということで、ボーリ

ング調査を実施してございますが、この実施につきましては上ノ国、江差、せたな沖のほ

うで実施しておりまして、熊石沖につきましては音波による調査ということで、熊石沖の

ほうでも、ボーリングではなく音波調査というかたちで進めてございます。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 音波調査というのは、どちらかの事業所が進めているんですか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長。産業課長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○産業課長（吉田一久君） 熊石沖でのそういった、要は発電の想定される区域における

調査につきましては、電源開発のみが実施している状況でございます。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） それで、この計画は 72万 2,000 キロワットの出力を想定していて、

それで全部で 76 基をその海域に建てるということなんですけれども、熊石も建つことを想

定していますか。また想定しているとしたら何本くらいというのは頭にあるんでしょうか。

○副町長（萬谷俊美君） 委員長。副町長 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（萬谷俊美君） 電源開発さんが検討している事業規模が 72 万 2,000 キロワット

で、76 基という計画になっておりまして、この中はあくまでも上ノ国からせたなまでの間

でこの数を設置したいということで、詳しい調査をしなければ本当にこの数なのか、どの

町に何基つくのかは、これから詳しい調査をしなければわからないと。あくまでも計画段

階の規模というふうに押さえていただければなというふうに思います。 
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○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 道新によりますと 12 月９日の道新ですけれども、昨日ですね。上

ノ国の町議会で、この洋上風力に対して一般質問があって、それで固定資産税、１基 2,300

万円という答えが引き出されていますけれども、そういう情報も入っていますか。 

○産業課長（吉田一久君） 議長。産業課長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○産業課長（吉田一久君） 上ノ国町さんの定例会での今の１基当たりの年額 2,300 万円

相当という話はございますが、こちらにつきまして、洋上風力につきましても施設につい

ては固定資産税の収入があるということは押さえておりますが、私どものほうでは一般的

に陸上風力発電の 1.5 倍から２倍程度の固定資産税の収入になるのではないかという部分

でしか状況としては確認してございません。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 具体的な数字は押さえていないということですけれども、そのひ

やま漁協が今年の６月に総会で推進の方向で決議をあげているということですけれども、

そうすると漁協にも大きなメリットがあるというふうに解釈して間違えないでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 私は八雲町でありますので、ひやま漁協の件については、答弁は

控えますけれども、メリットがあるかデメリットがあるかは私どもとしては計り知れない

ということであります。ただ、佐藤議員ですね、私はこの大変賛成をしております。ひや

ま漁協もですね、是非ということで組合長さんからも聞いております。檜山全体の首長さ

ん達も是非やりたいということでありますので、町としても全面的に協力していくという

ことには変わりないと。ただ、残念なことにこの熊石地域は風の量が足りないと。はっき

り申しましてこの冬はですね、北のほうから風が来ますので、奥尻島にちょうど陰になる

ということで、本当はたくさんやってほしいのでありますけれども、それで大変厳しいの

かなと思いながらですね、なんとか熊石地域にもセットしてほしいなと思いますけども。 

ただしこれはまだまだ調査を進めないと熊石地域に本当に建つものなのか、１本で済む

のか５本行くのかはちょっとわかりませんので、まったくこれはまだまだ想像であります

ので、これから風量調査だとかいろんなところで進むなかで我々の八雲町の熊石地域のも

のは見えてくるということでありますので、その辺につきましてはこれから設置業者並び

に国のほうともですね、わかる情報はまた住民の皆さま、議会にも我々の知り得る情報を

ですね、説明していきたいと思いますので、まだまだ町としてもはっきりと、どんな状況

というのはわかりませんので、ただ、上ノ国さん、またせたな町さんにはですね、陸上に

風力発電もあったり洋上風力の試験ともやっていますので、我々の町よりは大変詳しくわ

かっているというものと私は理解しておりますれども、八雲町としてはまだまだどんな状
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況というのは計り知れないということをご理解いただければなと。ただしこの洋上風力に

ついては、八雲町は全面的に協力していくというスタンスには変わりないということであ

りますので、ご理解をお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 乙部のほうではですね、なんか協議会から外れたって話を聞きま

したけれども、８月の末に、風力発電を考える会が設立されたという声で不安視する声が

取り上げられていますけれども、向こうの町議さんの情報によりますと、町議会の議場を

利用して、デンマークの事業者さんからの要望もあって、３回ほど役場内で勉強会をして

いるそうであります。 

それで関係するのは熊石なんですけれども大変大きな事業です。ここに電力中央研究所

の昨年 11 月の資料もあるんですけれども、羽から羽の直径も 200ｍだし、高さも 200ｍで

東京都庁を超える巨大な風車がそれが１基分だという資料もございます。それよりも小さ

いもの大きいもの出力によって違いがあるんですけれども、そうした巨大なものというの

は、日本ではまだ造られていなくて、なんか海外のそういう風車を手掛けているところが

造るそうであります。そういう巨大なものを 76基も檜山海域に建つというのは、ちょっと

あまり想像できないんですけれども、そのメリット、デメリット、良いも悪いもですね、

もうちょっと熊石だけではなく町民にね、勉強する機会、知る機会も持ってもらいたいと

思いますし、議会でも総務経済常任委員会だけではなくて、そのこれ以上進むようであれ

ば議会全体のほうにも説明していただきたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員さんですね、隣町の乙部町については、私は答弁を控え

させていただきます。ただ、先ほどから申し上げているとおりですね、熊石地域にですね、

八雲町熊石にどの大きさのどんなものができるのかというのは、まだまだ先ほど話したと

おりですね、この熊石地域は風が弱いということを申し上げましたので、隣町または隣町

にはですね、風が多く吹いているというのは聞いていますが、その辺については八雲町と

しては羨ましいなと私は思っていますけれども、ただ、先ほどから言っているとおり、熊

石地域の海にどのくらいの大きさでどんなものが建つかというのはまだ想像できていませ

んので、その辺につきましてはこの事業が計画的にですね、進む、さらに説明があった場

合にはまた皆さんにお知らせいたしますので、まだまだ八雲町としては情報が入っていな

いということでご理解をいただきたいと思いますし、さらに隣町の件につきましては、私

からの発言は控えさせていただきます。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 先ほども言いましたけれども、これ以上進むような状況がありま

したら、またいろんな協議会とか担当者会議なんかもこれからも予定されていると思いま
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すので、できるだけ議会のほうにお伝え願えたらと思います。 

 次の質問に移ります。２介護事業所等で新型コロナの社会的検査をということで質問い

たします。 

 厚生労働省によれば、全国の医療機関での院内感染は 386 件、福祉施設、高齢者、障が

い、児童での施設内感染は 452 件で合計 838 件に達しているということでございます。今

や、クラスターの中心は医療機関と介護・福祉施設であるといえるとおもいます。ここで

の集団感染を防ぐことは重症・死亡事例の発生をおさえることに直結します。東京都の世

田谷区や千代田区、神戸市などでは、高齢者施設等への社会的検査が始まっています。 

 社会的検査とは、医療機関、介護、福祉施設、保育園、幼稚園、学校、学童保育所など、

クラスターが発生すれば多大な影響が出る施設等で定期的なＰＣＲ検査を行うことであり

ます。無症状で陽性の者が他に感染させないためにも必要な手立てであると考えます。  

今は、国２分の１、自治体２分の１の経費配分のため、この検査をためらう面もあると

思いますが、全額国費負担を求めつつ、当町も先行して、検査を行うべきではありません

か。お伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の二つ目のご質問にお答えいたします。 

新型コロナウイルスの感染が全国的に拡大し続けるなか、北海道では、11 月７日から警

戒ステージを３に引き上げ、集中対策を行っておりますが、連日 200 人を超える新規感染

者が確認されるなど、極めて厳しい状況が続いており、また、集団感染は、発生件数の増

加とともに全道的な広がりをみせ、医療提供体制のひっ迫度合の増加が懸念されていると

ころであります。 

新型コロナウイルス感染症の検査や、発生の状況・動向・原因を明らかにするための調

査等は、感染症法に基づいて、保健所を設置している都道府県や特別区等が行うことにな

っており、その費用については、国が２分の１を負担する仕組みになっております。東京

都の世田谷区や千代田区、神戸市などは、感染症法に基づいて、検査等の感染対策を行う

自治体であり、ホームページで確認したところ、介護事業所や障がい者施設などを対象に、

希望する事業所へのＰＣＲ検査を実施しているようであります。 

議員のご質問にありますように、医療機関や福祉施設等への社会的検査を行う場合は、

保健所を設置している北海道が実施主体になるものと思いますが、検査は、一度ではなく、

定期的に行う必要があることや、２分の１の費用負担があること、道内各地で集団感染が

発生するな中、濃厚接触者等に対する検査体制に影響が出る可能性があるなど、様々な課

題があるのではないかと考えております。 

なお、全国的なクラスター事例の増加により、11月 20 日には、国から都道府県等に対し

て、クラスターが複数発生している保健所管内では、積極的な検査を実施するよう通知が

出されておりますので、八雲町の区域においても、仮にそのような状況になった場合には、

医療施設、高齢者施設等に勤務する者等についても、北海道が積極的に検査を実施するも
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のと考えております。 

いずれにしましても、当町が、医療機関や福祉施設等を対象に、独自にＰＣＲ検査を行

うことは考えておりませんので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 保健所のある大きな自治体で実施されているということでありま

すから、町村レベルで独自にということはなかなか考えられないことかと思いますけれど

も、こちら側から要求するということはできると思うんですね。だから八雲保健所がある

わけですけれども、道に積極的に働きかけて各自治体でそういう社会的検査を行うように

提言するというお考えはございませんか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） このＰＣＲ検査というのはですね、今現在、陰性であると、かか

っていないということはわかっても、１時間後、その次にはわからないという状況であり

ますので、これはそしたら何回やればいいんだとか、いろんな問題が発生してきます。そ

れでやはり当町としてはですね、感染対策を十分にすること。さらにですね、やはり症状

が出た方や保健所が認めた方が、ＰＣＲ検査をするほうが今のところですね、ＰＣＲ検査

の対応できる人数等々が決まっていますので、北海道や国に対して全員のＰＣＲ検査を望

むことを要望するつもりはありませんので、ご理解をいただきたいと思います。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 今の段階ではそういうことだと思いますけれども、今朝の新聞、

赤旗に北海道函館市の記事が出ておりました。介護施設の入所者にですね、無料でＰＣＲ

検査を行うというものであります。それで検査対象者は、対象施設に概ね２週間以内に入

所する人で、65 歳以上または基礎疾患を持つ人、それで 1,500 人に対して市が 3,000 万円

の予算を組んでおります。 

 また、12 月１日のまた新聞赤旗ですけれども、北海道議会で共産党の宮川潤道議が保健

福祉委員会で質問しております。先ほど出た東京世田谷区などで老人ホーム入所予定者に

検査を実施している社会的検査として、入所者や職員に実施できるのではないかと、高齢

者施設へのＰＣＲ検査の実施を求めたところ、中野茂地域保健課参事がですね、施設側が

検査の必要性があると判断した場合、国の交付金を活用できるとお答えになっています。 

この交付金というのは、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金で、病院等でか

なり活用されているものであります。それで介護施設に対して上限が決まっていまして、

通所介護施設だと 89 万 2,000 円、訪問介護だと 53 万 4,000 円、特別養護老人ホームであ

れば 38,000 円×定員数と、高齢者障がい者施設のサービスごとに上限が設定されていると

いうことですが、厚生労働省の実施要綱に、補助対象としてＰＣＲ検査の案が対象になる

と書かれていないから施設側でもわかっていないということで、ＰＣＲ検査がその交付金
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の対象だよということをもっとＰＲすべきという質問内容なんですけれども、これも札幌

市で大きな自治体ではありますが、札幌市、函館市でこうした動きが始まっていますので、

八雲町ではまだ主だったそういうクラスターも感染者もあまり出ていませんけれども、早

いうちに想定しておいたほうがいいと思いますので、再度お伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） このＰＣＲ検査はですね、大変、総合病院でも検査ができるよう

になりました。やはりこれについてもですね、検査するために医療従事者に気を使ったり

いろんなものが発生いたしますので、これは町としても総合病院または感染病床を持って

いるですね、町としてはですね、慎重に対応していかなければならないと考えています。 

 先ほど言ったとおりですね、このＰＣＲ検査でコロナウイルスがかからなくなるとか、

治るというものではありませんので、先ほどから申し上げているとおり、今のところこれ

からそういう関係団体、関係場所にですね、ＰＣＲ検査を受けていただくというような方

針は考えていないということでご理解いただきたいと思います。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） では次の質問に移ります。介護保険、デイケアの利用者負担増、

解消できないか。 

 新型コロナの影響で介護事業所の経営が悪化していると報道されています。それを支え

るための特例措置が今年６月、厚生労働省から出されております。通所介護デイサービス

や通所リハビリデイケアなどで、実際の利用時間に加算分の時間が上乗せされ、本人と家

族が同意すれば、その分が利用者本人の負担となる仕組みです。 

 八雲町内では、デイサービスを行っている施設では、利用者負担がありませんが、デイ

ケア施設では本人負担が生じております。同じ町内で介護を受けている者が、施設によっ

て待遇が異なるのは不公平ではないでしょうか。 

 施設によって事情が異なるのはやむを得ませんが、利用者の公平性を保つために、町が

特例措置として利用者が負担する上乗せ分を補てんすることはできないでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは佐藤議員の三つ目のご質問にお答えいたします。 

介護サービス事業所において、新型コロナウイルス感染症の患者等への対応などにより、

一時的に人員基準等を満たすことができなくなる場合などを想定し、介護報酬や人員基準

等について柔軟な取扱いを可能とする旨、新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス

事業所の人員基準等の臨時的な取扱いが、厚生労働省より随時、示されております。 

６月１日には、通所系サービス事業所について、新型コロナウイルス感染症拡大防止へ

の対応を適切に評価する観点から、請求単位数に関する取扱いが新たに示され、実際に提

供した利用時間の報酬区分より２区分上位の報酬を、利用者の同意のうえ、算定すること
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が可能となりました。 

八雲町内の事業所においては、デイサービスについては、通常どおりの報酬を算定して

おりますが、通所リハビリテーションについては、上位区分の報酬を算定しております。

施設によって待遇が異なるのは不公平ではないかとのご質問でありますが、今般の取扱い

では、通所サービスだけではなく、他のサービスにおいても取扱いが示されており、例と

してあげますと、訪問介護サービスにおいて、感染リスクを下げるため、訪問時間を短縮

する工夫を行った結果、提供時間が基準以下となった場合でも、報酬が算定可能になるな

ど、様々なサービスにおいて、柔軟な取扱いが認められております。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応を評価するとの観点で、この取扱いが示さ

れており、各事業所の取組みや考え方により、それぞれ報酬を算定していることから、介

護報酬上の加算の算定と同様のものと捉えており、不公平になるとは考えておりませんが、

利用者の負担が増えることについては、事業所やケアマネージャーに対し、丁寧な説明を

行っていただけるよう、求めて参りますので、よろしくお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） これは本来であれば国が出すべきお金を利用者に負担させている

ということで、日本共産党の田村智子議員が、国会でも取り上げております。本来であれ

ば国のほうで出すべきと思いますので、その辺、国に対して求めるお考えはありませんか。 

○保健福祉課長（戸田 淳君） 議長。保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（戸田 淳君） 国に求める考えはないかということでございますが、国

のほうで様々なほかのサービスにつきましても、コロナに適切に対応するためということ

で、今、回取扱いが認められているものでございますので、町としまして国のほうにそう

いったことを求める考えはございませんので、ご理解をお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 施設と利用者のほうで同意をしてやっていることではあるんです

けれども、これ本来３時半で、朝９時から３時半くらいまでがだいたい通常であると利用

時間なんですけれども、今まではその分の利用料で済んでいたものが、６時くらいまで利

用したというかたちで上乗せになるんですよね。そんなに高額ではないんですけれども、

考えれば理不尽な内容だと思うんですよね。 

それで、そんなに負担している自治体は多くないですけれども、福島県相馬市では自己

負担分を助成しているということで、今後増えてくるのではないかと思いますので、国に

求める気もないし、町で補填する気もないないということで大変残念なんですけれども、

今後もこのコロナいつ収まるかわからず、収まるまではこの加算が続くわけですので、負

担が重くなる世帯も出てくると思うんです、そうした面でこの件については注目していっ

ていただければなと思います。 
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それでは次に移ります。４、精神障がい、発達障がいを持つ人が働ける町に。 

 精神、発達に障がいを持つ人の働き先が、町内にはわずかしかないのが現状だと思いま

す。静岡県に限らないんですけれども、静岡県では一人ひとりの特性に合わせて、苦手な

ことや、手助けすればできることなどを当事者と仲介者と事業所側で共有できるようにな

っているそうです。先進地に学んで精神や発達面で障がいのある人でも働く先が選択でき

る。そうした働ける町にしていきたいと思っています。町長のお考えをお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは佐藤議員の四つ目のご質問にお答えいたします。 

障がいのある方が、地域で生活を続けていくためには、障がい特性や、個々のニーズに

応じた働く場、活動の場が、身近な所にあることが必要であります。 

当町では、障がいのある方への差別や偏見がなく、地域の中で安全に安心して暮らせる

まち、そして、障がいのある方が、社会の一員として自立し、社会参加することができる

まちを目指してきました。 

令和２年４月には、障がいに関する総合相談窓口として、八雲町障がい者基幹相談支援

センターを開設し、就労に関する相談があった際には、就労系の障害福祉サービスの検討

や、必要に応じて、関係機関に繋ぐ支援を行っております。 

就労系の障害福祉サービスの例としては、一般企業での就労を目指す方に対して、職業

訓練や就職活動のサポートなどを行う就労移行支援や、現状では、一般就労が困難な方が、

自分のペースで、生産活動などの機会を通じて必要な訓練を行う就労継続支援などがあり

ます。 

また、これらを通じて一般就労に移行した方には、就労支援事業所による就労定着支援 

などがあり、当事者と企業側との仲介などの支援を受けることができます。 

そのほかの相談先としては、国及び北海道から委託を受けて、就労支援業務を担ってい

る道南障がい者者就業・生活支援センター「すてっぷ」が、就業に関する相談から、就職

後のフォローアップまで一貫した支援を行っております。 

また、障がい者雇用に不安がある一般企業に対しても、専門の支援員が、仕事の指導方

法や、職場環境の整え方について、当事者と企業との仲介役となり、スムーズに一般就労

ができるよう、サポートを行っております。 

今後も、就労支援事業所や関係機関との連携を取りながら、障がいのある方が、障がい

特性や個々のニーズに応じて、働く場や活動の場に繋がるよう、支援を行ってまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 今できる範囲のことは精いっぱいやっているかなというふうに思

いますが、さらにステップアップしていけたらと思うんですね。役場内でもそうした方も

働いていらっしゃると思いますけれども、まず自治体としてというか町独自としてそうし
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た方たちを就労できるような施設は今後考えていらっしゃいませんか。 

○保健福祉課長（戸田淳君） 議長。保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（戸田淳君） ただ今の町長の答弁からもございましたが、「すてっぷ」な

どは就業・生活支援センターということで、道内でいけば 11 の圏域がありまして、それぞ

れのところに国や道の委託を受けて設置がされております。事務所自体は函館にあります

けれども、以前から八雲町としても、いろいろと連携をさせていただいておりまして、町

の障がいの地域支援協議会へのコーディネーターの参加ですとか、あとは今年４月から基

幹相談センターを設置しまして、その際に障がい者の就労部会ということで、それまで就

労移行連絡会ということで町内の相談事業所だとか、就労支援事業所、それから相談事業

所だとか、「すてっぷ」、それから今金にある「ひかり」という事業所があるんですけれど

も、そういったところで構成をしていたんですが、今回の専門部会の位置付けに合わせま

して、さらに働く事業所側ということで、商工会やハローワークも新たにその構成に入っ

ていただきまして、一般の人が職場を求めている場ですとか、あとは事業者側に理解を求

めるために商工会の会報の発行に併せて、事業所の紹介のチラシだとか案内をさせていた

だくだとかという取り組みも今しております。また、「すてっぷ」につきましては、町の機

関ではありませんけれども、先ほど答弁しましたように就業する前の支援から就業してい

るときにも、その事業者と利用者の間に入りまして、環境の確認だとか就労後のサポート

というのも今、行っておりますので、現時点では町で別な組織というかそういうものを立

ち上げるというよりはそういう機関を有効に活用して、常に連携を取りながら利用者に合

った就労ができるようにと言うサポートをこれからも続けていきたいなと考えております

ので、新しく何かを立ち上げるというよりは、今あるものをもっと連携取ってきちんとや

っていくということを考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） 商工会やハローワークとも連携しているということはわかりまし

た。町内でどれくらいの、商店とか事業所とか、そういうところが受け入れてくれるのか

私も調査をちょっとしておりませんのでわからないんですけれども、そういうところがど

んどんどんどん増えていけばいいなと思っているんですね。それで法定雇用率ですか、

0.1％くらいアップしたと。今までよりもアップしていると思うので、さらに義務付け等も

あると思いますので、今後もっと考えていかなければならないと思うんですけれども。 

精神とか発達障害の方というのは、そもそも持続力がないとか音や光や、一緒に接して

いる人の対応の仕方とか、非常に過敏なところがあって、コミュニケーション取りづらい

のが一番の特長なんですけれども、二日来たら次は来れないとか、一日のうちに必ず休憩

が必要だとか、短時間しか働けないとか、そうした非常に個々の特性が激しいものがあり

ますので、そういう一人一人に対応できる、その連携の仕方を是非目指してほしいと思っ

ていますので、町長もう一つなんかコメントがあったらお願いいたします。 



- 46 - 

 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 先ほど答弁したとおりですね、八雲町は障がい者、障がいのある

方もない方も共にこの町に住んでいくというのは目指していますので、ただ先ほど言った

民間企業においてはですね、大変今、厳しい状況であります。この障がい者の方をですね、

雇用するのにいろんな設備や、さらに人材、人も関わりますので、町として今、考えてい

ることはですね、我々が町が今、支援する新しい事業並びにですね、会社等々も起きてい

ますので、この辺から、やはり持続できる、やはりそういう障がい者のための仕事を作っ

ていくというのが、先ほど言ったお金が必要でありますので、それについてもきちんと利

益の出るような仕組みを作って、そこで活かしていくということになるんだろうというこ

とで今考えています。 

先ほど言った青年舎なんかもですね、町から支援をもらっている会社、さらにいろんな

ものでこれからも考えていますので、その辺ですね、障がいの方も確かに生きていけるよ

うに、さらに以前からも議員の皆さんからも質問のあるとおりですね、八雲町にも相当数

のひきこもりの方がいらっしゃるということでありますので、この方々もですね、活かせ

るようなということで、いろいろと今、考えています。今、コロナということで鈍ってい

ますけれども、じっくり内部的にも協議しながら、また町内の障がい者を雇用する際にＮ

ＰＯ法人もありますので、そこら辺とも協力しながら、是非、町としても障がいがある方

もないかたも、本当に幸せに住んでいる町を目指しているということでご理解いただけれ

ばなと思います。よろしくお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん 

○３番（佐藤智子君） 最後の質問です。５番目、救急搬送業務に従事する職員にもＰＣ

Ｒ検査と慰労金を。 

 国の新型コロナ感染症対策として病院関係者や清掃業務に当たる方たちに、一人 20万円

の慰労金が予算化されています。しかし、その方たちだけでは不十分だと考えます。最前

線で病人に接する救急搬送業務に従事する職種の皆さんは、リスクにさらされる危険度が

高いのではないのでしょうか。なぜなら、患者の中にはコロナ陽性者が含まれる可能性が

高いからです。彼らにも定期的なＰＣＲ検査と病院関係者並みの慰労金があって、然るべ

きだと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の五つ目のご質問にお答えいたします。 

最初に、ＰＣＲ検査についてですが、緊急出動の際には、新型コロナウイルス感染症に

対する感染防止対策を強化しているところであります。救急活動時に、救急隊員を感染か

ら守ることが、八雲町における消防体制を確保し、また、町民の皆様に感染を広めないよ

うにするための重要な対策となることから、全救急出動時に救急隊員の服装は、全身の感
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染防護衣や高性能マスクの着用、さらにはゴーグル、フェイスシールド、シューズカバー

の着装など、平素よりも厳重な体制を取っております。 

さらに、救急車内も、疑いのある出動のたびに、消毒を徹底しております。 

病院へ搬送後、新型コロナウイルス感染症の患者と判明した場合については、厳重な感

染対策を取っていることから、直ちにＰＣＲ検査の必要はないものと考えているところで

はありますが、感染対策に何らかの不具合が生じた場合には、保健所等から助言を得なが

ら、対応に当たった救急隊員の健康管理を行い、体調に異変があった場合は、ＰＣＲ検査

が必要となりますが、検査については、保健所の指示となりますので、定期的なＰＣＲ検

査の実施については、考えておりませんので、よろしくお願いいたします。 

次に慰労金についてですが、佐藤議員おっしゃるとおり、医療従事者等への慰労金の支

給は、北海道新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金給付事業医療分に係る慰労金給

付要領に基づき、勤務する医療従事者や職員に対し、最大で 20万円の慰労金を、全額国費

負担とし、支給されているところであり、その給付目的は、医療機関等に勤務する医療従

事者や職員は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止・収束に向けてウイルスに立ち向か

い、感染すると重症化するリスクが高い患者との接触を伴うこと、継続して提供すること

が必要な業務であること、及び医療機関での集団感染の状況から、相当程度、心身に負担

がかかるなか、強い使命感を持って、業務に従事していることに対し、慰労金を支給する。

となっております。 

消防職員は、町民の生命、身体及び財産を守り、傷病者の搬送を適切に行うことを任務

と 

しており、このコロナ禍においても、日々、その任務遂行に全力を尽くしているところで

あります。全国的な感染拡大や、終わりの見えない状況のなか、救急搬送時には、今まで

以上に相当の心理的負担を受けていることと思っております。 

ご質問の救急搬送業務に従事する職員に対して、慰労金を支給すべきとのことですが、

先ほど申し上げました医療従事者への慰労金の給付目的と比較しても、救急搬送に当たる

職員の業務は合致するものと思いますが、職員に支給する特殊勤務手当の中で、本年７月

の第５回臨時会において、八雲町一般職員の特殊勤務手当に関する条例を改正させていた

だきましたとおり、コロナウイルスに感染している疑いのある患者を搬送した場合は、

4,000 円を支給しているところであります。 

この特殊勤務手当の支給をもって、現在のコロナ禍における職員の心理的負担などに、

すべて報いているとは思いませんが、消防職員には、その崇高な使命、任務のもと、今後

も業務に精励してほしいと考えております。 

八雲町独自での慰労金の支給については、消防職員は町の職員であることから、その職

員のみに限定した支給は、現在は考えておりませんので、ご理解いただきますようお願い

いたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 
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○３番（佐藤智子君） 大変残念なお答えでした。病院関係者に対するものも一時金的な

ものであります。しかも病院職員も役場の職員であります。消防といいますか救急搬送に

携わる消防職員ですけれども、昨年の令和元年の消防統計によりますと、救急搬送をした

回数は 866 件、過去５年間見ても平均 800 件は超えております。八雲地域だけで昨年は、

723 件、熊石地域では、143 件あったということで、１年は 365 日ですから、一日２回ほど

は救急搬送している計算になります。人命を救う最前線に立つ職員に対して、役場職員だ

から慰労金は無しというのは私は違うんではないかなと思います。是非ですね、これから

臨時交付金も入ってきますので、是非ですね、町独自でお考えいただきたいと思いますの

で、再度要求します。お答えお願いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） この消防職員はですね、先ほど申し上げたとおりですね、住民の

生命を守るということですね、しっかりと勉強して職に就いております、町職員、これは

役場職員も同じであります。町民のサービス向上を求めてですね、職員になっております。 

このコロナの感染のですね、感染を考えたときにはですね、住民生活課や総務の受付等

もどんな人が来るかわからない状況であります。教育委員会も同じであります。それはど

この職場にしてもですね、同じような状況で職務を全うして、しっかりとやっていると思

います。ただ、先ほど申し上げたとおり、この医療従事者については、そのときじゃなく

て長くですね、この感染を意識しながら努めていくということでありますので、国のほう

から医療従事者に対しての慰労金が出ているということで認識しております。 

これからはですね、職員もですね、しっかりと今のところ対応していると私は思ってい

ますので、今のところ消防職員だけに慰労金を払うということは考えておりませんので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○３番（佐藤智子君） 議長。佐藤。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） しかしですね、医療の最前線に立つ彼らに慰労金が必要だと思っ

ていますので、要求して質問を終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で佐藤智子さんの質問は終わりました。 

 暫時休憩いたします。再開は２時 40分といたします。 

 

休憩 午後 ２時２６分 

再開 午後 ２時４１分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に横田喜世志君の質問を許します。 

○４番（横田喜世志君） 議長。横田。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 
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○４番（横田喜世志君） それでは質問させていただきます。 

新型コロナウイルス禍での八雲総合病院の現状はと題しまして。 

 新型コロナウイルス感染者の波が１波、２波、３波と山が大きくなって押し寄せている

中、新型コロナウイルス感染に多大なストレスを持ちながら頑張っていただいている総合

病院、熊石国保病院の職員の方々に敬意を表しているところであります。 

最近の渡島の感染者、濃厚接触者の増大による感染病床を持つ総合病院の現状を伺いま

す。 

 一つ目、新型コロナ患者への対応について、軽症・中症患者を最大何人受け入れられる

のか。保健所の管轄ではありますけれども、函館では軽症患者のホテル滞在が進んでいま

す。八雲では町内で滞在することが有りうるのか伺います。 

 二点、インフルエンザワクチン接種希望者への対応について、ある医院は、新規受診者

は遠慮していただく、一方では先着順・予約順となっていました。ニュースではワクチン

の増産予定がないようですが、希望する町民がすべて接種できる見通しはあるのか伺いま

す。 

 三点目、発熱による受診者への対応について、新型コロナ、インフルエンザ検査を行っ

ていると思いますが、これらの発生数等、状況はどうなのか伺います。 

 四点目、感染病床を持つ病院として基礎疾患患者の受診控えなどはないのか伺います。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは横田議員のご質問にお答えいたします。 

最初に、一点目のご質問ですが、当院における軽症及び、肺炎所見はあるが、呼吸不全

はない中等症初期患者の受入れは、最大 15名としております。 

道南圏において、新型コロナウイルスの新規感染者が急増している状況にあり、医療体

制のひっ迫が懸念されることから、11月 27 日に北海道が設置者となり、函館市内のホテル

を宿泊療養施設として、無症状・若年軽症患者を中心に、受入れ最大 110 名として供用を

開始しております。道南圏については、運営スタッフの確保などの事情から、函館市にの

み設置することとしており、八雲町に設置される予定はありません。 

次に、二点目のご質問ですが、今年度のインフルエンザワクチン接種は、インフルエン

ザと新型コロナウイルス感染症の見分けが難しいことから、外来診療における混乱を抑制

するため、当院では、10 月１日から予約を開始し、新たに時間外接種や地域での接種を行

うなか、特に、65 歳以上の方や、慢性呼吸疾患、心疾患等の重症化リスクがある方、就業

年齢層の方に接種していただくようご案内したところであります。 

院内薬局では、早い段階からワクチン確保に対応したところでありますが、例年の接種

数は、2,200 人程度であり、1,000 人分増加し、対応したところでありますが、八雲町のワ

クチン接種料金の一部助成などもあり、例年であれば１月末まで対応できた接種が、小児

科の一部接種を除き、11 月末で予約接種が終了したところであります。国でも、ワクチン

の増産を図ったところでありますが、当院における 12月以降のワクチン入手は、大変困難
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な状況であることから、今後希望される町民の方々には、大変申し訳ございませんが、ワ

クチン接種は、今のところ見通しが立たない状況であります。 

次に、三点目のご質問ですが、発熱外来における新型コロナウイルス検査数は、今年２

月から 11月末までで、143 件となります。また、インフルエンザ検査数は、昨年実績で 10

月から 11月における検査数 488 件のうち、168 件が陽性でありましたが、今年度は 69件検

査し、１件も発生しておりません。この状況は、新型コロナが発生しました２月以降、ほ

とんど発生しておりません。このことから、マスクの着用、手洗いの効果により、感染が

防止されているものと思われます。 

次に、四点目のご質問ですが、道南医療圏の会議では、一様に患者の外来受診控えがあ

るとの報告を受けております。 

当院の状況としては、一定の時期に受診控えが生じております。コロナが発生した当初

は、相当数の電話診療による受診がありまして、３月は 421 件、４月は 488 件、５月は 531

件、６月以降は減少し、11 月は 50件となっております。 

今後は、道内や道南圏での感染拡大に伴う不安から、電話診療の希望が増えるものと見

込んでおりますので、よろしくお願いいたします。 

○４番（横田喜世志君） 議長。横田。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○４番（横田喜世志君） 一点目で最大 15人ということですけれども、先ほども言いまし

たように、たまたま近隣で感染者含め濃厚接触者多数出ているふうであります。昨日の時

点で渡島７人、それで以前 11月の末ですかね、たまたまどういう状況か聞く機会があった

中では、八雲総合病院で、八雲ではなくて函館方面の患者さんを受け入れているという話

をお聞きしました。それは一定期間療養していただければ退院していただけるのでいいん

ですが、たまたまここ数日の渡島の拡大、それ以前では奥尻もあったことですけれども、

渡島の拡大でいけば総合病院の担うところが大きくなるのかなと思います。 

それで奥尻の対応を含めればほとんど函館のほうへということで、八雲のホテルを確保

してという話はないということなんですけれども、患者さん側から見ればやっぱり少しで

も近いところとかというところを望まれるのかなと思うところがあります。病院として受

け入れれば入れるほど職員の方々に負担がかかりますけれども、そこは少し頑張っていた

だいて受け入れていただきたいなと思っているところでございます。 

 二点目のワクチンですけれども、最初これ９月の議会でしたかね、十分あるというよう

な話しだったように思います。十分あるというか例年でいけば 2,000 それにプラス 1,000

をしたから十分かなと思ったみたいなんですが、現実その時期になってみると結構今まで

受けてなかった人とか、ワクチンを望んでいるわけです。それで、ここにも書いたように、

ある医院は新規受診者には遠慮していただくという方法を取ったと。だから先着順予約順

にやっていたところは、ある限りで、それで総合病院では予約していない患者には次の機

会にということで、その次の機会が 12月の中過ぎくらいと言われたのが、今では見通しが

立たないということになってしまいました。そういう見通し、ニュースとか見ている人は
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どこかそういう敏感な人はわかるのかもしれませんけれども、なかなかそういう現実、検

査を３番目に係りますけれども、検査を行ってもインフルエンザは今のところないという

ことで少しは安心しますけれども、なかなかこのトータル 3,000 円ほどのワクチンを打っ

たことによって、ほぼ重症化リスクのある人たちにはワクチン接種を終えたというふうに

思ってもよろしいんでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） この一点目は横田議員ですね、この入院患者については個人情報

でございますので、どちらの方向だとか、どこからというのは私も。このコロナの感染に

つきましては特に北海道、保健所のほうから指示がありですね、入院等々は進められてい

ると思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。この 15 名の感染病棟をです

ね、軽い方を含めて 15名ということでご理解いただければなと。これも先ほどから申し上

げているとおり、保健所の指示により入院をしていただいておりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

 さらにインフルエンザの予防接種につきましても、私もですね、受けたい方は町民に全

てしてあげたいという思いでありますけれども、数が足りないということでありますので、

国に対してもですね、要望していますけれども、今のところ先ほど申しあげたとおり入る

予定がないということでありますので、ご理解をいただきたいと思いますし、さらにです

ね、このコロナの感染対策をしている中でインフルエンザが感染する方がいないというこ

とでありますので、引き続きですね、インフルエンザの予防については、マスク・手洗い

等が有効に働いているということで、町民の皆さんが不安にならないようですね、ただし

感染対策をしっかりするということをお願いしたいなと思っておりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○４番（横田喜世志君） 議長。横田。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○４番（横田喜世志君） 一番目に関しては、保健所主導によって行われていることなの

で、一概に云々とは言えないので、それはいいとして、インフルについてはコロナ禍でも

あり、皆さん感染に敏感に対処している点で、今のところ発生患者がいないということな

ので、それを今後もやっていくことによって、インフルエンザの患者が出ないように皆さ

ん気を使っていくしかないかなと。ワクチンも見通しのないことですので。それでそれを

切に願うしかございません。 

それで４番目ですが、基礎疾患患者さんに対して、結構その基礎疾患の人は病院に行く

のが３か月ごとだとか、結構機関が開いている人がまぁまぁいます。その中で例えば問診

せずに電話で診療って、まぁただ単に電話なのか、それこそ今はやりの顔が見えるような

通信手段を使っているのかはわかりませんけれども、現実その診断、もしくは病状の変化

だとかを見るためには、問診がある程度必要かと思いますけれども、その辺はどう思って

いるんでしょうか。 
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○総合病院庶務課長（竹内伸大君） 議長。総合病院庶務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院庶務課長。 

○総合病院庶務課長（竹内伸大君） 電話による診療につきましては、再診のみ取り扱っ

ております。どうしても初診の患者様の診察になりますと、議員おっしゃるとおり問診、

検査、様々な観点からその症状がどこから来ているのかというところを探らなければなら

ないところであります。再診ですべての再診にまたお答えできるものではないというふう

にも考えております。例をとりますと血圧ですとか比較的長期投与が可能なものですとか、

そういう慢性疾患の薬であればある程度医師の判断によって、当然看護師も症状を聞き取

りますけれども、電話で再診、処方箋の発行が可能というふうに考えます。一定程度この

電話再診にも限界がありますが、患者様の心情も十分理解しておりますので、できる限り

答えられるように対応しているところでございます。よろしくお願いいたします。 

○４番（横田喜世志君） 議長。横田。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○４番（横田喜世志君） 基礎疾患でも症状のある程度、安定というのも変かもしれませ

んけれども、そのように注意を払っているということなので、今後も基礎疾患患者が重篤

にならないように注意して励んでいただきたいと思います。終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で横田喜世志君の質問は終わりました。  

 次に宮本雅晴君の質問を許します。 

○13番（宮本雅晴君） 議長。宮本。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○13番（宮本雅晴君） 通告書に従いまして質問させていただきます。  

街路灯設置による環境改善について。 

 道道八雲北桧山線出雲通線の旧国立病院機構八雲病院前から町道大新線に接続するまで

の間は街路灯の設置数が少なく、八雲病院の機能移転に伴ってその周辺は更に暗さが増し

ています。 

 また、町道大新線との接続点から大新スポーツ公園までの約１㎞の間については、街路

灯がまったく設置されていない状況です。 

 これらの区間では、健康管理のため町民が早朝や夜間にウォーキングをしたり、また、

大新スポーツ公園では、５月頃から 10月頃までは陸上やサッカーの練習を行っている少年

団があり、日没に練習を終えて街路灯がない区間を帰宅しています。 

 このような実態から安全・安心なまちづくりの観点で、次のことについて伺います。 

一点目、道道八雲北桧山線（出雲通線）は、北海道が管理する道路でありますが、北海

道に対して街路灯の増設を要望した経緯があるか。また、北海道が増設できないとした場

合は、町として増設する方法はあるか。 

 また二点目として、町道大新線との接続点から大新スポーツ公園までの区間について、

ウォーキングや大新スポーツ公園の利用者の安全を考慮し、街路灯を設置する考えはある

か。教えてもらいたいです。よろしくお願いします。 
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○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、宮本議員のご質問にお答えいたします。 

一点目の、道道八雲北檜山線（出雲通線）についてですが、セイコーマート交差点から

旧国立八雲病院前を通り、町道大新線との接続点までは約１㎞の距離があり、この区間に

は、北海道、八雲町、町内会がそれぞれ設置・管理を行っている街路灯が、合計 22基設置

されている状況にあります。 

国立病院機構八雲病院の機能移転に伴い、周辺が暗くなったと感じることはありますが、

街路灯の設置数や設置間隔からすると、他の地域の街路灯と比べても、遜色ない明るさが

確保されていると考えており、この区間の街路灯の増設について、北海道に要望したこと

はありませんが、今後、北海道新幹線新八雲駅開業に伴う道道の改良整備に合わせ、増設

が必要な場合は、北海道に要望していきたいと考えておりますので、ご理解いただきたい

と思います。 

二点目の、町道大新線との接続点から大新スポーツ公園までの区間についてですが、議

員ご指摘のとおり街路灯は設置されておりません。この区間は、電柱も設置されておりま

せんので、新たに電柱と電線を整備し、街路灯を設置するためには、相当な費用が必要と

なります。 

次に、大新スポーツ公園の利用実態を見ますと、10 月上旬まで陸上少年団が週２回、夕

方の時間帯に活動しており、夏場を除いて保護者の送迎が原則としているようであります。 

また、ウォーキングをされる方々には、時間帯の調整や、街路灯が設置されているルート

を利用していただくなどのご協力をお願いしたいと思います。 

こうした状況から、現時点においては、この区間に街路灯を設置するという考えはあり

ませんが、先ほど申し上げました、道道の改良整備や、新幹線八雲駅開業を見据えた周辺

の環境変化も想定されることから、それらを勘案しつつ、検討していくものと考えますの

で、ご理解くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○13番（宮本雅晴君） 議長。宮本。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○13 番（宮本雅晴君） 今、町長のほうから答弁ありましたけれども、道道については旧

国立病院が移転に伴ってなくなった部分で、あとやっぱり病棟からの明かりが約９時まで

照らされていたという部分で、町営住宅あそこ４棟ありますけれども、セコマだとかホク

レンに買い物に行くのにやっぱ歩いて買い物に行く人たちは、暗闇になって薄暗くて物騒

だと言うんですよね。国立病院のスペース確かに大きい街路灯は４本あるんですけれども、

あと正面玄関に垂れ下がった昔のオレンジの街灯が一つありますけれども、明るいには明

るいんですけれども、距離がちょっと長いというか、また越えて町営住宅側に行くと街路

灯がない電信柱がない電信柱が１本あるんですよ。その１本がないためにかなり暗いと感

じるというか、あそこには病棟が二つあったものですから、その明かりが結構明るかった

ものですから、前にちょっと調べたときには、街灯があそこ付けなかったということを、
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だいぶ前に、15 年か 20 年くらい前に私は聞いたことがあります。 

 ですから、あそこはちょっと樹木が伸びていますし、やっぱどこに街灯があるか、かな

り探さないと見つからないような状況でございます。また大新線に向かって行けば、歩道

も広いし、街灯は結構先ほど答弁にあったとおり、区間区間の街灯のサイズでなっていま

すので、国立病院の病棟があったところがちょっと薄暗くて、物騒で、ちょっと防犯上危

ないのでないかなという点がありました。 

また、二点目の大新スポーツまで左折してスポーツ公園の入り口まで約１㎞あるんです

けれども、あそこはまったく街路灯がないと。歩道はあると。それでも父兄だとか保護者

から言われるのは、やっぱり薄暗くなって、秋の夕方というのは日が暮れるのが早いので、

４時半５時になると暗くなっていくと。できれば街路灯を付けてもらえないかなと。なし

てあんなに結構な距離があるのに今までスポーツ公園できたときから街路灯が１本も付け

ないというのがおかしいんじゃないですかと。なしてあそこ付けなかったんでしょうねっ

て。 

また歩道が結構あそこは広いですので、電信柱確認したところ５本あるんですよ、あそ

こ。５本だけ手前、１㎞区間で 300ｍくらいまで電信柱５本ありまして、あとは除雪の紅白

の白線を見えるように遮光板というんですか。あれしかないものですから、やっぱり電柱

を建てないと奥の方、スポーツ公園側が設置する場所がないと。また、公園の入り口から

高速道路の下までは街灯があるんですよね。歩道はないんですけども、街灯があるという

ような状況で、なんというのか、おかしいなっていう造り方というか、やっぱそういう部

分で春日・大新に向かうほうは、街路灯はあるんだけれども、このスポーツ公園からこの

市街地に入るところがないというところが理不尽だなと思いますので、これも早急にどう

にかしていただきたいなと思っております。 

○町長（岩村克詔君） 議長。町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 宮本議員ですね、先ほど申し上げたとおりですね、今、特に国立

病院の前はですね、セイコーマートまでは事業化ができて、これから工事は道路の拡張を

含めて進んでいると。さらにそれからは国立の前を通って来年度には確定いたしますと思

いますけども、あれから橋ができていって、新幹線の駅までのコースというのは道道で一

度はっきりするというのは確定していく来年度でありますので、それを見据えながらです

ね、やっぱり今やってもまたちょっと移すとかいろんな費用がかかるような想定もありま

すので、これから北海道と十分に協議しながら一緒に取り組んでみたいと思いますので、

ご理解いただきたいと思います。 

 また、このスポーツ公園につきましてはですね、私の子どもたちもスポーツ公園に通っ

ていました。そのときは親がということで私の親であったり、友達の親が迎えに行ったり

ということで対応してきたということで、宮本議員さんおっしゃっているとおり、本当に

付いてないよなというのは、なぜよというのは考えるところでありますけども、これにつ

きましても先ほど答弁したとおりですね、これから今の出雲通りはですね、メインの通り
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になっていくと。さらにそれにつながるスポーツ公園もそういう位置付けになると思いま

すので、それも含めて全体の構想を練りながら、また議員の皆様にもお願いしながら予算

等とも関係しますので、十分ですね、宮本議員の今言われた意見を尊重しながら検討して

進めたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○13番（宮本雅晴君） 議長。宮本。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○13 番（宮本雅晴君） 今、町長が二回目の答弁をされましたけれども、あそこは暗いで

すので、何か所かでも仮に角だとか電信柱があるところだけでも、最悪２、３か所だけで

も付けていただけるだけでも子ども達は安心できるんじゃないかな、また親御さんも納得

できるんじゃないのかなと思いますので、新幹線開通するまで、橋が架かるまでと言った

ら、３年５年８年と掛かってきますので、できるだけ早急に、１年以内で、来春までにで

も付けれるような、そこまで徹底していただきたいなと思いますので、ひとつよろしくお

願いいたします。以上で終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で宮本雅晴君の質問は終わりました。 

これを持って通告の質問は全部終わりました。一般質問を終結いたします。 

 

◎ 散会宣告 

○議長（能登谷正人君） 以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。12 月 11 日は各

常任委員会を開催するため休会したいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。よってそのように決定されました。本

日はこれを持って散開いたします。次の会議は 12月 14 日午前 10時の開議を予定いたしま

す。 

  

〔散会 午後 ３時１４分〕 

 


